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図
的
学
院
大
皐
図
書
館
所
蔵

『
徒
然
草
』

版
本
類
解
題

再
T
F
4
E
'
 

藤

J慎

五口

本
学
図
書
館
に
は
『
徒
然
草
」
に
関
連
す
る
資
料
が
思
い
の
ほ
か
多
い
。
は
や
く
に
皇
典
講
究
所
が
い
く
つ
か
の
典
籍
を
収
集
し
て
お

り
、
ま
た
図
書
館
と
し
て
も
時
々
購
求
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
昭
和
六

0
年
代
に
集
中
的
に
集
め
て
お
り
、
さ
ら
に
現
在
進
行

形
で
意
識
的
に
関
連
資
料
を
集
め
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
ら
の
う
ち
、
絵
入
版
本
と
注
釈
書
の
解
題
を
記
し
て
い
く
。

『
徒
然
草
』
諸
版
本

(
1
)
つ
れ
/
¥
草

元
禄
七
年
後
印
本

九
一
四
・
四
五
/
四
七

無
刊
記
合
一
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
。
紺
表
紙
。
縦
二
六
・
七
×
横
一
八
・
五

m
。
毎
半
葉
一
二
行
書
。
た
だ
し
本
文
巻
頭
(
四
オ
)
iま

一
一
行
書
。
漢
字
平
が
な
交
じ
り
文
。
濁
点
・
振
り
仮
名
散
見
。
仮
名
文
字
が
多
い
。
句
読
点
の
か
わ
り
に

「
.
」
を
用
い
る
。
外
題
は

綿
一
品
」
「
口
つ
れ
/
¥
草
綿
一
ど
と
あ
る
。
上
下
と
も
角
書
部
分
を
損
傷
し
て
い
る
た
め
、
判
読
困
難
で
あ
る
。

原
題
策
で
「
口
つ
れ
/
¥
草
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た
だ
し
上
下
両
冊
と
も
円
の
中
、
左
下
の
文
字
が
「
附
」
と
読
め
る
。
三
原
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
と
「
系
園
入
/
読
癖
附
」
と
あ
る
か

ら
、
お
そ
ら
く
本
書
も
同
文
が
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
題
祭
寸
法
縦
一
七
・

O
×
横
三
・
五

ω

(
上
冊
に
よ
る
)
。
元
禄
七
年

版
の
後
印
と
し
た
の
は
政
文
に
「
元
禄
七
年
迄
三
百
四
十
五
年
に
成
也
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
こ
と
、
「
元
禄
七
J
山
年
卯
」
を
削
っ
て
い

る
こ
と
に
よ
る
。
以
下
に
全
文
を
掲
げ
る

(
下
冊
四
六
丁
裏
。
た
だ
し
振
り
仮
名
は
省
略
)
。

一
兼
好
は
天
台
の
学
に
通
達
し
且
儒
経
を
ま
な
び
殊
に
老
荘

の
道
を
好
み
神
道
は
尤
そ
の
家
な
れ
ば
委
其
奥
旨
を
わ
き
ま
ヘ
膏
は

条
家
を
侍
て
宗
と
す
其
比
浄
弁
慶
運
頓
阿
兼
好
と
て
和
膏
の
四
天
王

と
よ
ば
れ
し
人
也
弘
安
五
年
に
生
れ
て
観
腰
元
年
庚
寅
は
四
月
八
日
に

六
十
八
歳
に
し
て
卒
ス
元
禄
七
年
迄
三
百
四
十
五
年
に
成
也
然
は
此
書
の
始

終
は
儒
仏
老
荘
何
れ
の
道
に
も
人
の
教
と
な
る
べ
き
所
を
引
用
し
て
終
に

己
が
本
意
を
あ
ら
は
す
さ
れ
は
三
教
一
致
と
心
得
畢
寛
の
庭
は
人
間
常

住
の
思
ひ
を
ゃ
ぶ
り
て
無
常
変
易
の
旨
を
観
し
て
一
部
を
ゑ
ら
み

残
せ
り
渇
仰
の
思
ひ
を
な
し
て
此
書
を
昧
は
、
現
嘗
の
助
と
も
成
ヘ
し

一
此
書
世
に
多
と
い

へ
と
も
又
此
度
俄
名
づ
か
ひ
清
濁
口
停
の
読
曲
を

あ
ら
は
し
令
改
板
者
な
り
月
吉
日
一

梓
行

目
録
題
は
「
つ
れ
/
¥
草
」
、
尾
題
は

「徒
然
草
」
(
上
)
、

「
つ
れ
/
¥
草
」(下
終
)
、
柱
題
は

「
つ
れ
/
¥
」
(
上
・
下
)
。
匡
郭
は
四
周

単
辺
で
縦

一
八
・
六
×
横
一
三
・
九
倒
。
丁
付
は
目
録
か
ら
通
算
で
な
さ
れ
て
い
る
。
上
冊
は
六
五
丁
、だ
が
、
た
、
だ
し
飛
び
丁
が
あ
る
た
め
、
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実
際
は
六
三
丁
で
あ
る
。
飛
び
丁
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
。

二
一十
一

①
=
一
十
二
ノ
一
二
(
六

「
御
産
の
時
」
、
六
二
「
延
政
門
院
」

1
六
六
「
岡
本
関
白
殿
」
)

三
十
四

(
中
略
)

十

②
六
十
一
ノ
二
(

「
ま
づ
し
き
者
は
」
1
一
二
一
二
一
「
夜
の
お
と
h

は
」
)

十

下
冊
の
丁
付
は
五
六
丁
だ
が
、

や
は
り
た
だ
し
飛
び
丁
が
あ
る
た
め
、
実
際
は
五
一
丁
で
あ
る
。

十
七

③
十
八
ノ
廿
三
(
三
五
「
貝
を
お
ぼ
ふ
人
は
」
、
三
六
「
わ
か
き
時
は
」
)

廿
四

上
下
冊
と
も
に
巻
頭
目
録
が
三
段
組
で
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
上
冊
巻
頭
に
は
「
ト
部
系
園
」
を
載
せ
る
。
章
段
番
号
は
郭
外
上
部
に

記
す
。
上
冊
は
第
一
三
六
段
「
く
す
し
あ
っ
し
げ
」
ま
で
口
下
冊
は
通
算
で
は
な
く
、
第
一
三
七
段
「
花
は
さ
か
り
に
」
を
「
こ
と
記

す
。
最
後
は
第
一

O
八
段
「
八
に
な
り
し
年
」
。
上
冊
第
二

O
段
「
家
居
の
つ
き
ん
¥
し
く
」
の
後
半
、
「
後
徳
大
寺
の
お
と
ヌ
」
は
特
立

さ
れ
て
い
な
い
。
第
一
一
段
は
「
神
無
月
の
比
」
で
あ
る
。

挿
絵
は
上
冊
一
四
面
一
四
図
、
下
冊
一
一
面
一
一
図
、
全
二
五
面
二
五
図
。
詳
細
は
次
の
通
り
。

{
上
冊
】
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①
三
ウ

②
六
オ

(
序
)

つ
れ
ん
ー
ー
な
る
ま
〉
に

(二
)
い
に
し
へ
の
ひ
じ
り
の
御
代

③

一
一
オ
(
八
)
世
の
人
の
心
ま
ど
は
す
事

④
一
五
オ

⑤
二

O
ウ

⑤
二
五
オ

⑦
三

O
オ

(
九
)
女
は
か
み
の
め
で
た
か
ら
ん
こ
そ

(
一
九
)
お
り
ふ
し
の
う
つ
り
か
は
る
こ
そ

(二
四
)
斎
宮
の
野
宮
に

(三
二
)
九
月
廿
日
の
比

①
三
六
オ
(
五
四
)
御
室
に
い
み
じ
き
児
の
有
け
る
を

①
四

一
オ

(
六
八
)

つ
く
し
に
何
か
し
の
押
領
使

⑬
四
六
オ
(
三
九
)
あ
る
人
ほ
う
ね
ん
上
人
に

⑪
五
一
ウ

(八

O
)
人
ご
と
に
我
身
に
う
と
き
事
を
の
み
そ
乙
の
め
る

⑫
五
五
オ
(
九
二
)
あ
る
人
弓
を
い
る
事
を
な
ら
ふ
に

⑬
五
九
オ

⑬
六
四
オ

【
下
冊
}

①
二
ウ

②
八
オ

①
一
二
オ

(一

O
九
)
高
名
の
木
の
ぼ
り

(
一
三
四
)
高
倉
院
の
法
花
堂
の

(一

三
七
)
花
は
さ
か
り
に

(
一
三
八
)
ま
つ
り
過
ぬ
れ
は

(
一
四
四
)
栂
尾
の
上
人
道
を
過
給
ひ
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④
一
五
オ

①
二
四
オ

⑥
二
九
オ

⑦
一
一
一
三
オ

③
四
O
オ

③
四
四
ウ

(
一
四
六
)
明
雲
座
主
相
者
に

(
一
五
四
)
此
人
東
寺
の
門
に

(
一
八
四
)
相
模
守
時
頼
の
母
は

(
一
八
八
)
あ
る
者
子
を
法
師
に
な
し
て

(二

O
七
)
亀
山
殿
た
て
ら
れ
ん
と
て

(
一
二
五
)
平
の
宣
時
朝
臣

⑬
五
O
オ
(
二
三
七
)
丹
波
に
出
雲
と
い
ふ
所

⑪
五
四
ウ

(
二
四
四
)
八
に
な
り
し
年
父
に
と
ふ
て

昭
和
六
二
年
六
月
一
九
日
、
本
館
受
入
。

冗
禄
一
六
年
刊
本

(2)
つ
れ
/
¥
草

九
一
四
・
四
五
/
三
五

二
巻
二
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
。
紺
表
紙
。
縦
一
一
五
・
九
×
横
一
八
・
三

m

(
上
冊
に
よ
る
)
。
本
文
一
四
行
書
。
た
だ
し
、
上
冊
第
一
丁
の

み
冒
頭
二
一
行
「
つ
れ
/
¥
な
る
ま
h

に
」
か
ら
「
お
ほ
か
ン
め
れ
」
ま
で
を
大
き
め
に
書
い
て
い
る
た
め
、

一
三
行
と
な
っ
て
い
る
。
表

記
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
で
振
り
仮
名
、
濁
点
を
多
用
す
る
。
ま
た
句
点
を
随
所
に
付
け
る
。
匡
郭
は
四
周
単
辺
。
縦
二
三
・
一
一
一
×
横

一
六
・
一
二
倒
。
外
題
は
「
つ
れ
/
¥
草
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
補
題
祭
(
墨
書
・
左
肩
)

の
も
の
で
あ
る
。
縦
一
八
・
七
×
横
=
了
七
倒
。

な
お
、
北
海
学
園
北
駕
文
庫
所
蔵
本
に
は
「
董
入
つ
れ
/
¥
草
」
と
あ
り
、
斎
藤
彰
氏
『
徒
然
草
の
研
究
』
で
は
「
新
板
絵
入
つ
れ
/
¥

草
」
と
あ
る
。
「
新
版
/
鎗
入
」
は
角
書
。
内
題
・
目
録
題
と
も
に
な
し
。
尾
題
は
上
冊
最
終
丁
右
下
に
「
つ
れ
/
¥
草
」
と
あ
る
。
柱

題
は
「
つ
れ
/
¥
草
」
。
丁
数
は
上
冊
四
二
丁
。
こ
れ
は
丁
付
に
よ
る
も
の
で
、
実
数
は
三
七
丁
。
下
冊
も
丁
付
に
よ
る
と
三
七
丁
だ
が
、
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実
数
は
二
六
丁
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
上
冊
に
は
次
の
よ
う
に
飛
び
丁
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

占

fi十

同
じ
く
下
冊
に
も
飛
び
丁
が
見
ら
れ
る
。

十
九
|
②
廿
ノ
品
川l
品川一

さ
ら
に
下
冊
第
二
丁
は
補
写
で
あ
り
、
第
三
丁
は
落
丁
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
来
、

一
丁
飛
び
丁
で
二
七
丁
の
と
こ
ろ
、
落
丁

の
た
め
二
六
丁
と
な
っ
て
い
る
。
柱
刻
丁
付
は
上
冊
「
こ

l
「
四
十
二
終
」
、
下
冊
「
こ

j

「品川七」
。
刊
記
は
下
冊
最
終
丁
末
尾
に

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

元
禄
十
六
奨土木載
孟
春
吉
祥
日
制
服
一回附一照繍鵬

版
元
の
一
つ
荒
川
屋
源
兵
衛
は
京
都
の
書
障
で
、
元
禄
前
後
に
謡
本
や
『
古
文
真
宝
』
な
ど
を
刊
行
し
て
い
る
。

章
段
番
号
は
郭
外
に
四
角
で
囲
ん
で
示
す
。
第
一
、
二
段
の
み

「段
」
を
付
け
る
。
第
三
段
以
降
は
数
字
の
み
。
ま
た
第

一
八
七
段
の

章
段
番
号
を
欠
く
。
本
文
「
城
陸
奥
守
殿
泰
盛
は
」
は
あ
る
が
、
郭
外
上
部
に
「
百
八
七
」
が
な
く
、
「
百
八
六
」
か
ら
「
百
八
八
」
に

飛
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

挿
絵
は
上
冊
が
六
面

一
五
図
、
下
冊
が
五
面

一
O
図。

{
上
冊
}

①
四
オ
上
(
二

O
)
折
ふ
し
の
う
つ
り
替
る
こ
そ

②
四
オ
下
(
八
)
世
の
人
の
。
心
ま
と
は
す
事
。

③
八
オ
上
(
二
五
)
斎
王
の
野
宮
に
お
は
し
ま
す
あ
り
ま
さ
乙
そ

④
八
オ
下
合
二
)
人
の
な
き
跡
ば
か
り
か
な
し
き
は
な
し
。
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⑤
一
三
オ
上
(
六
一
)
真
乗
院
に
盛
親
僧
都
と
て

⑥
一

三
オ
中
(
五
三
)
仁
和
寺
に
あ
る
法
師

⑦
一

三
オ
下
(
五
二
)
亀
山
殿
の
御
池
に
。

③
一
八
オ
上
(
六
九
)
筑
紫
に
何
か
し
の
押
領
使

③
一
八
オ
中
(
八

一
)
人
ご
と
に
我
身
に
:
・
法
師
は
兵
を
た
て
。

⑬
一
八
オ
下
(
八
一
)
人
ご
と
に
我
身
に
・
:
(
武
人
琴
を
弾
ず
)

⑪
二
三
オ
上
(
八
八
)
下
部
に
酒
の
ま
す
る
事
は
心
す
べ
き
事
也
。

⑫
二
三
オ
下
(
九
一
二
)
或
人
弓
い
る
事
を
な
ら
ふ
に
。

⑬
二
八
オ
上
(
一
三
五
)
高
倉
院
の
法
花
堂
の
三
昧
僧

⑬
二
八
オ
中
(
一
一

O
)
高
名
の
木
の
ぼ
り
と
い
ひ
し
お
の
こ
。

⑬
二
八
オ
下
(
一

O
五
)
荒
た
る
宿
の
人
め
な
き
に
。

【
下
冊
}

①
四
オ
上
(
一
四
O
)
祭
過
ぬ
れ
ば

②
四
オ
下
(
一
四
一
二
)
悲
回
院
の
尭
蓮
上
人
は

①
八
オ
上
(
一
四
八
)
明
雲
座
主
。
相
者
に
あ
ひ
給
て

④
八
オ
下
(
一
五
六
)
此
人
東
寺
の
門
に
雨
や
ど
り
せ
ら
れ
た
り
け
る
に

⑤
一
四
オ
上
(
一
七
三
)
員
は
お
ほ
ふ
人
の
。

①
一
四
オ
下
(
一
七
七
)
世
に
は
心
え
ぬ
こ
と
の
お
ほ
き
な
り
。
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⑦
二

O
オ
上
(
一
八
六
)
相
模
守
時
頼
の
母
は
。
松
下
禅
尼
と
ぞ
申
け
る
。

③
二

O
オ
下
(
一
九
七
)
或
人
久
我
縄
手
を
通
り
け
る
に
。

①
三
四
オ
上
(
一
二
五
)
御
前
の
火
焼
に
火
を
を
く
時
。

⑬
三
四
オ
下
(
二

O
九
)
亀
山
殿
た
て
ら
れ
ん
と
て
。

本
文
の
随
所
に
墨
書
書
入
れ
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
鉛
筆
書
き
で
の
校
異
な
ど
も
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
れ
ら
を
記
す
(
冒
頭

「
・
」
は
便
宜
付
け
た
も
の
)
。

【
上
冊
】

(1)
第
一
段
行
間
(
墨
書
)

い
で
や

-
事
物
ゴ
ト
ニ
ッ
、
シ
ミ
思
フ
テ
熔
接
ス
ル
ト
キ
ハ
心
ニ
主
ア
ル
故
ニ
悪
ミ
オ
ト
シ
入
レ
ラ
レ
ズ

信
者
タ
リ
ト
モ
人
欲
ア
ル
故
ニ
其
言
必
シ
モ
是
ナ
リ
ト
ノ
ミ
モ
定
メ
ガ
タ
シ

-
又
ワ
レ
ラ
モ
人
ヲ
責
ム
ル
ニ
モ
カ
リ
ノ
如
シ
只
聖
書
ノ
言
ノ
外
己
意
ヲ
交
エ
ル
勿
レ
ト
シ
ル
ベ
キ
ナ
リ

(2)
第

二

段
郭
外
上
(
鉛
筆
書
)

-
コ
、
ヲ
十
段
ト
続
ケ
ミ
ル
説
ハ
非
ナ
リ

カ
ヤ
ウ
ナ
ル
処
ヲ
二
段
ニ
ミ
ル
例
木
の
云
々
ノ
処
ニ
モ
ア
リ

(3)
第
二
七
段
行
間
(
墨
書
)
風
も

-
心
目
ヲ
以
テ
心
裏
丹
田
ヲ
見
テ
天
国
ヲ
知
リ
神
三
父
ル
ベ
キ
ナ
リ
ト
ナ
リ
ト
ナ
リ

(4)
第
二
七
段
文
末

-
人
は
た
ヌ
け
ふ
の
み
と
こ
そ
お
も
ふ
ヘ
け
れ
き
の
ふ
は
す
ぎ
つ
あ
す
は
し
ら
れ
ず
ゲ
ニ
今
ノ
ナ
ス
ベ
キ
理
ノ
ア
ル
職
分
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
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(5)
第
六

一
段
行
間
(
墨
書
)
真
乗
院

-
都
ニ
育
チ
シ
モ
ノ
田
舎
ニ
テ
世
ニ
交
ル
ハ
甚
ダ
不
便
ニ
シ
テ
永
住
シ
ガ
タ
キ
モ
ノ
ナ
リ

(6)
第
八
一
段
文
末
(
墨
書
)
人
ご
と
に

-
神
ハ
心
ニ
ア
ル
故
ニ
前
ニ
在
リ
ト
思
フ
ハ
耳
目
等
ニ
ウ
パ
ー
ル
¥
ナ
リ
後
口
ニ
天
ヨ
リ
宿
リ
玉
フ
ト
思
フ
ガ
腹
心
ニ
在
ル
ナ
リ
ト
云
フ

ナ
リ
(
7
)
第

一
一
四
段
文
末
(
墨
書
)
四
十
に

-
一
事
物
ヲ
ク
リ
カ
ヘ
シ
テ
思
フ
タ
リ
ト
リ
カ
ヘ
シ
ノ
ナ
ラ
ヌ
ヲ
思
ヒ
ワ
ヅ
ラ
フ
ハ
君
子
ノ
ナ
サ
ヌ
ル
所
ロ
ナ
リ

(8)
第
一
一
一
二
段
文
末
(
墨
書
)
物
ニ
あ
ら
そ
は
す

-
礼
記
ニ
貧
者
ハ
貨
財
ヲ
以
テ
礼
ト
セ
ズ
老
者
ハ
筋
力
ヲ
以
テ
礼
ト
セ
ズ

【
下
冊
}

(1)
第
一
三
九
段
行
間
(
墨
書
)
花
は
さ
か
り
に

(
ム
脱
カ
)

・
天
下
ノ
理
陽
ノ
ミ
ニ
シ
テ
陰
ナ
キ
コ
ト
ア
ラ
ハ
ズ
苦
楽
並
ピ
行
ハ
ル
、
ノ
理
ヲ
知
ル
故
ニ
窮
シ
テ
モ
守
ル
処
ヲ
失
ハ
ザ
ル
ナ
リ
悲
シ
ベ

ォ

鉢
白
ラ
ユ
ク

キ
‘
、
、
ド
川
町
、
ミ

J

V

P

ノ

4
3
J
d

喜
ブ
ベ
キ
ハ
喜
ブ
ト
イ
ヘ
ド
モ
喜
怒
物
ニ
在
テ
己
レ
ア
ツ
カ
ラ
ザ
レ
パ
火
気
ノ
動
ナ
ク

-
天
地
万
物
吾
一
株
ナ
ル
故
ニ
士
気
ニ
必
ズ
成
ル
ト
オ
モ
ヘ
パ
成
ル
ナ
リ

コ
マ
ル
ト
思
ヘ
バ
ナ
ラ
ズ

オ
ノ
レ
ガ
意
ニ
臆
ゼ
ザ
ル
コ
ト

モ
士
気
ニ
意
ノ
知
ク
鷹
山
ジ
タ
リ
ト
思
ヘ
パ

-
五
官
州
一
七
、
、
人
J々

、
ニ
フ
レ
テ
セ
イ
々
ス
ル
ハ
皮
ブ
ノ
シ
マ
ル
ユ
ヱ
ナ
リ

懸
ジ
タ
ル
ニ
テ
悪
テ
コ
マ
ラ
ス
ル
ア
タ
ハ
ズ

イ
カ
ナ
ル
事
物
ガ
フ
レ
テ
モ
心
ニ
清
物
ブ
ル
ー
ノ
思
ヒ
ア
リ

テ
イ
ヤ
カ
ラ
ズ
コ
マ
ラ
ズ

オ
ル
ト
キ
ハ
皮
膚
シ
マ
リ
ヲ
ル
故
邪
気
病
気
犯
ス
ア
タ
ハ
ズ

コ
ノ
気
中
ヨ
リ
生
ズ
ル
ナ
リ
。
神
心
一
一
廓

ナ
ル
故
ナ
リ
ト
ナ
リ
ト
ナ
リ
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(2)
第
一
七
一
段
文
末
(
墨
書
)
何
事
の

カ

タ

チ

カ

チ

カ

ラ

・
フ
カ
ク
陰
レ
タ
ル
ノ
理
ヲ
タ
ツ
ネ
ヌ
ハ
力
ラ
ノ
及
パ
ザ
ル

ニ
思
ヒ
ワ
ヅ
ラ
ヒ
或
ハ
其
道
ナ
キ
ニ
力
ヲ
費
シ
思
ヲ
ワ
ヅ
ラ
ハ
ス
ル

ニ
精
神

ヲ
消
ス
ノ
道
ニ
シ
テ
聖
経
ノ
虞
理
ニ
ア
ラ
ハ
ス
ト
シ
ル
ベ
キ
ナ
リ
ト
云
フ
ベ
シ
ト
ナ
リ

(3)
第
一

八
六
段
文
末

(墨
書
)
相
模
守

-
心
ハ
人
ノ
神
明
衆
理
ヲ
備
ヘ
テ
虚
霊
ニ
シ
テ
ク
ラ
カ
ラ
ズ
万
事
謄
ズ

(4)
第
一
八
七
段
文
末
(
墨
書
)
城
陸
奥
守

-
心
内
ヨ
リ
ツ
ヨ
ク
正
ク
シ
テ
血
気
ヲ
養
フ
ベ
シ
血
気
ヨ
リ
心
ヲ
ヤ
シ
ナ
フ
ベ
カ
ラ
ズ

(5)
第
二
三
三
段
行
間
(
墨
書
)
園
の

-
ツ
ネ

ニ
分
子
皮
膚
ノ
シ
マ
ル
ヤ
ウ
ニ
目
者

ニ
ム
カ
ヒ
テ
ハ
ヒ
マ

ア
ラ
パ
ウ
チ
ワ
ヅ
ラ
ヒ
等
ヲ
ナ
シ
テ
ヒ
フ
ノ
分
子
ヲ

シ
メ
オ
ク
ベ
シ

邪
気
ニ
病
毒
ノ
染
入
ヲ
防
除
ス
ル
ナ
リ
オ
ノ
ー
グ
ト
キ
ハ
ヒ
フ
ノ
分
子

ソ
ウ
ケ
ダ
ツ
ユ
ヱ
オ
ノ
¥
ギ
オ
ソ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
シ
ル
ベ
キ

ナ
リ
ト
ナ
リ

(6)
第
二
四
七
段
行
間
(
墨
書
)
}¥ 

-
人
ハ
事
物
ノ
成
否
ヲ
ハ
カ
ラ
ズ
天
ノ
万
物
ヲ
ヤ
シ
ナ
フ
ゴ
ト
ク
自
然
ニ
性
ニ
叶
フ
ヲ
タ
ツ
ト
ブ

不
斗
思
ヒ
得
ル
ノ
思
慮
ハ
コ
ノ
限

ア
ラ
ズ

ブ
カ
キ
思
慮
ハ
事
物
ニ
懸
接
セ
ザ
ル
ト
キ
ニ
ナ
ル
ベ
キ
ナ
リ
ト
云
フ
ト
ナ
リ

|日
鈴蔵
木者
重は
盛最
譲終
三 段

男(

竪面
ιZ七

の
末
尾
に
4

記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
伝
未
詳
。

な
お
、
下
冊
後
見
返
し
に
次
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
れ
/
¥
の
め
さ
ま
し
く
さ
に
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つ
む
へ
き
は

は
る
の
木
の
め
の

ほ
か
な
か
り
け
り

「
め
ざ
ま
し
ぐ
さ
」
は

「
目
覚
ま
し
草
』
を
掛
け
る
か
。
こ
れ
は
江
戸
前
期
の
随
筆
で
、
『
徒
然
草
』

の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
作

品
で
あ
る
。

本
書
は
次
に
挙
げ
る
犠
田
本
と
ほ
ぼ
同
版
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
文
と
挿
絵
は
同
じ
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
序
文
の
有
無
な
ど
遣
う
点

も
散
見
さ
れ
る
。

(3)
新
板
絵
入
つ
れ
づ
れ
草

冗
禄
一
六
年
刊
本

九
一
四
・
四
五
/
五

O

一一巻
二
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
。
縦
二
六
・
五
×
横

一
八
・
八

m

(
上
冊
に
よ
る
)
。
紺
表
紙
に
饗
砂
で
柳
を
肉
筆
す
る
。

匡
郭
は
四
周
単

辺
で
縦
二
0
・
三
マ
〈
横
二
ハ
・
=
示
。
毎
半
葉
一

四
行
書
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
濁
点
多
め
。
適
宜
、
句
点
を
加
え
、
振
り
仮
名
も
多

い
。
外
題
は
原
題
祭
で
「
糊
瑚
つ
れ
/
¥
草
上
(
下
こ
と
あ
る
。
四
周
双
辺
、
表
紙
の
中
央
に
貼
り
つ
け
て
あ
る
。
縦
一
七
・
五
×

(
上
冊
損
傷
甚
大
ゆ
え
、
下
冊
に
よ
る
)
。
上
冊
題
笹
川
に
は
「
つ
れ
/
¥
草
」
の
左
側
に
次
の
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る

横
四
・
四
仰

(
口
部

分
は

内日損
裏己傷
のの
園た
井め
公〈判
家げ読

口不
の能
ロゴ
口

内
題
・
目
録
題
と
も
に
な
し
。
尾
題
は
上
冊
だ
け
「
つ
れ
/
¥
草
」
と
あ
る
。
柱
題
は
「
つ
れ
/
¥
草
」
。
丁
数
は
上
冊
三
五
丁
(
前

見
返
し
を
含
む
)
、
下
冊
一
一
七
丁
。
上
冊
は
本
文
の
前
に
「
当
時
禁
中
園
説
」
(
前
見
返
j
二
オ
)
、
上
段
・
禁
裏
女
房
衆
物
書
の
図
/
下
段
・

兼
好
法
師
図
(
一
一
ウ
)
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
本
文
は
続
く
三
丁
か
ら
で
、
丁
付
は
こ
こ
か
ら
「
こ
と
す
る
。
刊
記
は
次
の
通
り
。
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御
幸
町
通
二
条
上
ル
二
町
目

元
禄
十
六
奨
未
載
孟
春
吉
祥
日
議
田
太
良
兵
衛

(
摺
黒
印
)

斎
藤
彰
氏
に
よ
る
と
、
議
田
版
は
同
年
刊
行
の
加
賀
屋
作
兵
衛
・
荒
川
屋
源
兵
衛
版
の
重
印
本
で
あ
る
(
「
徒
然
草
の
研
究
』
八

O
四
頁
)
。

挿
絵
は
上
下
二
段
、
も
し
く
は
上
中
下
三
段
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
上
冊
第
一
段
か
ら
一
三
七
段
(
く
す
し
あ
っ
し
げ
)
ま
で
。
下
冊

は
第
一
三
九
段
(
花
は
さ
か
り
に
)

か
ら
二
四
七
段
ま
で
を
収
め
る
。

一
三
八
段
が
な
い
が
、
欠
け
た
章
段
は
な
い
。

上
冊
九
面
一
八
図
。

①
前
見
返
・
・
・
禁
裏
図

②
巻
頭
二
ウ
上
段
禁
裏
女
房
図
/
①
下
段
(
序
分
)
兼
好
法
師
図

④
四
オ
上
段
(
二

O
)
折
ふ
し
の
/
①
下
段
(
八
)
世
の
人
の

③
八
オ
上
段
(
二
五
)
斎
王
の
野
宮
に
/
⑦
下
段
(
一
一
二
)
人
の
な
き
跡
ば
か
り

③
一
三
オ
上
段
(
六
二
真
乗
院
に
盛
親
僧
都
と
て
/
①
中
段
(
五
一
二
)
仁
和
寺
に
あ
る
法
師
/
⑬
下
段
(
五
二
)
亀
山
殿
の
御
池
に

⑪
一
八
オ
上
段
(
六
九
)
筑
紫
に
何
か
し
の
/
⑫
中
段
(
八
二
人
ご
と
に
我
身
の
/
⑬
下
段
(
八
二
武
人
琴
を
弾
ず

⑬
二
三
オ
上
段
(
八
八
)
下
部
に
酒
の
ま
す
る
事
は
/
⑬
下
段
(
九
一
二
)
或
人
弓
い
る
事
を
な
ら
ふ
に

⑬
一
一
八
オ
上
段
(
一
三
五
)
高
倉
院
の
法
花
堂
の
/
⑫
中
段
(
一

一
O
)
高
名
の
木
の
ぼ
り
と
/
⑬
下
段
(
一
O
五
)
荒
た
る
宿
の
人

め
な
き
に

下
冊
五
面
一

O
図

①
四
オ
上
段
(
一
四
O
)
祭
過
ぬ
れ
ば
/
②
下
段
(
一
四
一
二
)
悲
田
院
の
尭
蓮
上
人
は

③
八
オ
上
段
(
一
四
八
)
明
雲
座
主
相
者
に
/
④
下
段
(
一
五
六
)
此
人
東
寺
の
門
に

①
一
四
オ
上
段
(
一
七
三
)
貝
は
お
ほ
ふ
人
の
/
⑥
下
段
(
一
七
七
)
世
に
は
心
え
ぬ
こ
と
の
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⑦
二
O
オ
上
段
(
一
八
六
)
相
模
守
時
頼
の
母
は
/
③
下
段
(
一
九
七
)
或
人
久
我
縄
手
を
通
り
け
る

①
二
四
オ
上
段
(
一

二

五
)
御
前
の
火
焼
に
/
⑬
下
段
(
二

O
九
)
亀
山
殿
た
て
ら
れ
ん
と
て

な
お
、
旧
蔵
者
の
書
入
が
次
の
見
返
部
分
に
確
認
さ
れ
る
。

(1)
上
冊
後
見
返

此
本
何
方
へ
参
候
共

早
速
御
返
可
被
下
候

う
ら
町
主河

西
喜
左
右
衛
門

(2)
下
冊
前
見
返

此
本
何
方
へ
参
候
共

早
速
御
か
ヘ
し
可
被
下
候

(3)
下
冊
後
見
返

此
主
裏
町

昭
和
六
三
年
二
月
二
九
日
、
本
館
受
入
。

(
4
)
つ
れ
/
¥
草

元
文
二
年
刊
本

九
一
四
・
四
五
/
四
六

二
巻
二
冊
。
五
つ
目
袋
綴
装
の
布
目
地
濃
紺
表
紙
。
縦
二
六
・
瓦
×
横
一
八
・六
倒
。
外
題
は
原
題
祭
で
「
つ
れ
/
-
¥
草

上
(
下
)
」

と
あ
る
。
四
周
双
辺
の
薄
茶
色
地
の
小
紙
で
縦
一
八
・
三
×
四
二
二
仰
の
も
の
が
左
肩
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
匡
郭
は
四
周
単
辺
で
縦
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二
0
・八
×
横
二
ハ
・
三

m
。
本
文
の
柱
刻
は
「
O
つ
上
(
下
)

丁
付
」
。
内
題
・
尾
題
と
も
に
な
し
。
刊
記
は
下
巻
最
終
了
左
詰
め
、

四
周
単
辺
の
枠
に
固
ま
れ
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

京
寺
町
通
松
原
下
ル
町

元
文
二
年
丁
巳
弥
生
吉
白
書
林
菊
屋
喜
兵
衛
版

毎
半
葉

一
二
行
で
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
。
振
り
仮
名
、
濁
点
が
随
所
に
あ
り
、
ま
た
句
点
も
多
い
。
段
は
各
段
に
改
行
さ
れ
、
番
号
は

郭
外
上
部
に
囲
み
を
設
け
て
表
示
さ
れ
て
い
る
。
丁
数
は
上
巻
六
三
丁
。
下
巻
五

O
丁
。
い
ず
れ
も
丁
付
に
よ
る
。
た
だ
し
丁
付
に
は
挿

絵
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
挿
絵
を
含
め
る
と
、
上
巻
六
八
丁
、
下
巻
五
四
丁
と
な
る
。
つ
ま
り
挿
絵
の
丁
数
は
上
冊
が
五
丁
、
下
冊
が
四

ー
で
あ
る
。

挿
絵
は
上
冊
が

一
O
面
一

O
図
で
、
柱
刻
は
、
本
文
と
は
別
に
い
ろ
は
順
に
「

O
い
」
か
ら
「

O
ヘ
」
が
記
さ
れ
、

つ
い
で
下
冊
は
八

面
八
図
で

「O
ヘ
」
か
ら

「O
り
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
挿
入
箇
所
は
上
冊
①
い
四
E

五
の
間
オ
、
②
四
'
五
問
ウ
、
③
ろ
十
四
'
十
五

間
オ
、
④
十
四
'
十
五
問
ウ
、
①
は
一
一
十
五
E

二
十
六
間
オ
、
⑥
同
ウ
、
⑦
に
三
十
七
ー
三
十
八
間
オ
、
③
同
ウ
、
①
ほ
四
十
九

'
五
十

間
オ
、
⑬
同
ウ
、
下
冊
①
ヘ
四
E

五
問
オ
、
②
同
ウ
、
①
ト
十
四
t

十
五
問
オ
、
④
同
ウ
、
①
ち
二
十
五

ー
二
十
六
間
オ
、
⑥
同
ウ
、
⑦

り
三
十
七

。
三
十
八
間
オ
、
③
同
ウ
で
、

一
丁
の
表
裏
に
別
々
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
か
た
ち
で
あ
る
。
上
冊
題
祭
に
朱
筆
で
「
祐
信
画
」

と
加
筆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
の
挿
絵
は
西
川
祐
信
が
担
当
し
て
い
る
。
菊
屋
喜
兵
衛
は
他
に
も
祐
信
の
絵
本
を
多
く
刊
行
し
て
い

る

(
松
平
進
氏
「
師
宣
祐
信
絵
本
書
誌
」
)
。
内
容
は
次
の
通
り
。

【
上
冊
】

①
い
オ
(
八
)
世
の
人
の
心
ま
ど
は
す
事
。

②
い
ウ

(
九
)
女
は
髪
の
み
で
た
か
ら
ん
乙
そ
。

③
ろ
オ
(
二
O
)
お
り
ふ
し
の
う
つ
り
か
は
る
こ
そ
。
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④
ろ
ウ

⑤
は
オ

⑥
は
ウ

⑦
に
オ

③
に
ウ

③
ほ
オ

⑬
ほ
ウ

【
下
冊
】

①
ヘ
オ

②
ヘ
ウ

(
五
二
)
亀
山
殿
の
御
池
に
。

(
六
二
)
真
乗
院
に
盛
親
僧
都
と
て

(
六
九
)
筑
紫
に
。
な
に
が
し
の
お
押
領
使
ん
は
と
い
ふ
や
う
な
る
も
の
h

(
八
一
)
人
ご
と
に
我
身
に
う
と
き
事
を
の
み
そ
こ
め
る
。

(
八
八
)
下
部
に
酒
の
ま
す
る
事
は
。

(
九
一
二
)
或
人
弓
い
る
事
を
な
ら
ふ
に
。

(一一

O
)
高
名
の
木
の
ぼ
り
と
い
ひ
し
お
の
こ
。

(
二
祭
過
ぬ
れ
ば
。

(
八
)
栂
の
尾
の
上
人
道
を
過
給
け
る
に
。

①
と
オ
(
一
八
)
此
人
東
寺
の
門
に
雨
や
ど
り
せ
ら
れ
た
り
け
る
に

④
と
ウ

⑤
ち
オ

⑥
ち
ウ

⑦
り
オ

③
り
ウ

(
三
九
)
世
に
は
心
え
ぬ
こ
と
の
お
ほ
き
な
り

(
四
八
)
相
模
守
時
頼
の
母
は
。

(
五
九
)
或
人
久
我
縄
手
を
と
を
り
け
る
に
。

(
七
九
)
平
宣
時
朝
臣
。
老
の
後
む
か
し
か
た
り
に
。

(一

O
一
一
)
丹
波
に
出
雲
と
い
ふ
所
あ
り
。

書
入
は
墨
童
円
朱
筆
で
随
所
に
み
ら
れ
る
。
同
筆
で
あ
る
。
ま
た
赤
い
不
審
紙
も
貼
ら
れ
て
い
る
。
仮
名
遣
い
の
誤
り
は
朱
で
訂
正
さ

れ
て
い
る
。
書
入
と
し
て
は
次
に
数
例
を
挙
げ
る
。
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-
つ
れ
/
¥
な
る
よ
り
も
の
く
る
お
し
け
れ
ま
で
を
一
部
の
序
文
と
す
(
上
一
丁
オ
郭
外
上
)

-
い
で
や
、
」
此
一
節
は
大
綱
也
(
上
一
丁
オ
郭
外
上
)

-
み
か
ど
の
」
此
二
節
は
人
の
ね
/
か
ひ
に
は
さ
ま
/
¥
あ
れ
ど
そ
れ
/
は
い
ひ
も
つ
く
さ
れ
ず
文
い
ふ
に
/
も
た
ら
ざ
れ
ば
只
帝
位

一
の
人
/
な
ど
人
の
品
の
う
へ
は
か
り
を
か
/
き
つ
ら
ね
た
り
此
内
に
万
の
ね
/
が
ひ
は
こ
も
り
た
れ
ば
也
(
上
一
段
上
欄
外
)

-
総
論

此
段
種
々
ノ
人
/
品
ヲ
評
シ
テ
品
ニ
モ
ヨ
ラ
ズ
/
形
ニ
モ
ヨ
ラ
ズ
心
ヲ
賢
ニ
移
/
サ
ン
ト
云
ヘ
ル
ガ
一
篇
ノ
本
意
/
ナ
リ

(
上
一
段
上
郭
外
)

-
此
段
は
万
ツ
閑
ニ
観
す
/
る
事
を
い
は
ん
為
に
始
に
/
月
花
を
云
ひ
出
し
て
終
に
/
は
我
好
む
所
の
無
常
の
/
理
を
あ
か
し
/
悌
道

に
引
入
た
り
(
下
一
段
上
郭
外
)

-
善
根
」
一
言
海
ニ
悌
教
の
/
語
善
果
を
得
べ
き
所
/
業
功
徳
と
あ
り
(
下
三
九
段
郭
外
上
)

右
の
書
入
に
『
言
海
』
を
引
用
し
て
い
る
。
『
言
海
』
の

「善
根
」
の
項
は
明
治
一
一
三
年
五
月
刊
行
の
第
三
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
の
書
入
が
そ
れ
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
印
記
に
は
「
阿
部
家
/
蔵
書
印
」
「
鳥
野
戴
」
「
園
皐
院
/
大
事
国
/
書
館
印
」
な

ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
鳥
野
戴
」
(
朱
長
方
印
・
単
辺
陽
刻
)
が
鳥
野
幸
次
の
印
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
書
入
が
鳥
野
の
も
の
に
よ
る
と

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
が
、
『
近
代
蔵
書
印
譜
」
四
編
に
掲
載
さ
れ
る
鳥
野
幸
次
の
二
つ
の
印
は
本
書
に
捺
さ
れ
た
も
の
と
異
な
る
の
で
、

検
討
を
要
す
る
。
昭
和
六
三
年
六
月
一
八
日
、
本
館
受
入
。

(5)
新
板
繕
入
つ
れ
/
¥
草

元
文
五
年
版
他
合
本

九
一
四
・
四
五
/
三
三

二
巻
合
一
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
の
紺
表
紙
。
縦
二
六
・
七
×
横
一
八
・
五
倒
。
上
冊
一
三
行
、
下
冊
一
四
行
。
上
下
で
行
数
が
異
な
る
の

は
、
本
書
が
別
本
を
合
冊
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
版
が
ま
っ
た
く
違
う
取
合
せ
本
で
あ
る
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
濁
点
、
句
点
、
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振
り
仮
名
を
随
所
に
付
け
る
。
四
周
単
辺
。
上
冊
の
匡
郭
は
縦
二
二
・
二
×
横
一
五
・
九
倒
。
上
冊
の
丁
数
は
三
二
丁
。
加
え
て
前
見
返
も

ま
た
文
字
、
絵
と
も
に
あ
る
。
下
冊
は
二
八
丁
だ
が
、
第
一
五
丁
以
降
、

一
O
丁
加
え
て
、
丁
付
は
最
終
丁
「
三
十
八
」
。
最
終
丁
は
後

見
返
で
あ
る
。
つ
ま
り
第
一
五
丁
の
丁
付
は
「
十
五
ノ
廿
五
」
、
す
な
わ
ち
飛
び
丁
付
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
第
四
丁
(
一
四
O

j

一
四
一
段
)
は
七
丁
と
八
丁
と
の
間
に
あ
る
。
錯
簡
で
あ
る
。
外
題
は
後
補
題
策
で
「
つ
れ
/
¥
草
」
(
縦
一
八
・
七
×
横
三
・
一
一
一
仰
)
と

墨
書
し
て
左
肩
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
内
題
は

「
新
板
繕
入
つ
れ
/
¥
草
」(上

一
オ
一
行
目
)
、
尾
題
は
な
い
が
、
上
冊
左
下
の
端
に
「
上

巻
終
」
と
あ
る
。
下
冊
に
は
な
い
。
柱
題
は
上
冊
に
「
徒
然
上
」
と
あ
り
、
下
冊
に
「
つ
れ
/
¥
下
」
と
あ
る
。
刊
記
は
下
冊
本
文
最
終

了
に
記
さ
れ
て
い
る
。

元
文
五
申
正
月
吉
日

書
林
鼎
直
堂
板

上
冊
は
各
章
段
を
改
行
せ
ず
に
示
す
。
た
だ
し
第
二
段
の
み
は
改
行
す
る
。
ま
た
上
巻
最
終
段
は
「
く
す
し
あ
っ
し
げ
」
の
段
で
あ
る
。

ま
た
第
一
一
段
で
は
後
徳
大
寺
の
大
臣
の
段
を
特
立
す
る
。
他
方
、
下
冊
は
段
ご
と
に
改
行
す
る
。
番
号
は
匡
郭
外
上
部
に
示
す
。
下
巻

最
初
の
段
は
「
花
は
盛
に
」
で
あ
り
、
段
数
は
一

三
六
段
で
あ
る
。
下
冊
は
章
段
数
が
少
な
い
が
、
そ
れ
は
本
文
が
抜
け
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
番
号
を
付
け
て
い
な
い
章
段
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
一
段
を
二
つ
に
分
か
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
乙
の
点
に

特
色
を
も
っ
。

例
1
岡
剛
刷
出
四
十
以
後
の
人

鹿
茸
を
鼻
に
あ
て
〉

間
四
川
凶
能
を
つ
が
ん
と
す
る
人

例
2
日
岡
出
凶
す
べ
て
人
は

と
が
あ
ら
し
と
思
は
ヌ
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円
同
問
同
国
人
の
物
を
と
ひ
た
る
に

挿
絵
は
上
冊
が
七
面
三
一
一
図
で
、
下
冊
が
四
面
八
図
と
な
っ
て
い
る
。

【
上
冊
}

①
前
見
返
し

(
序
)

つ
れ
/
¥
な
る
ま
h

に

く

め

の

せ

ん

に

ん

つ

う

②
四
オ
上
(
八
)
世
の
人
の
心
ま
ど
は
す
事
(
画
中
詞
「
久
米
仙
人
/
通
を
う
し
な
ふ
」)
/
下
段
(
二

O
)
折
ふ
し
の
う
つ
り
か
は

る
こ
そ

④
八
オ
上
(
二
五
)
斎
宮
の
野
〉
宮
に
/
下

(
五
五
)
御
室
に
い
み
じ
き
児
の

⑥
二
二
オ
上
(
六
九
)

つ
く
し
に
何
が
し
の
押
領
使
/
下
(
八
八
)
下
部
に
酒
の
ま
す
る
事
は

③
一
八
オ
上
(
九
一
二
)
あ
る
人
弓
ゐ
る
事
を
習
ふ
に
⑨
下
(
一
一

O
)
高
名
の
木
上
り
と
い
ひ
し
を
の
乙

⑬
二
三
オ
上
(
九
)
女
は
か
み
の
め
で
た
か
ら
ん
こ
そ
⑪
下
(
三
三
)
九
月
廿
日
の
比

⑫
一
一
八
オ
上
(
一
三
五
)
高
く
ら
の
院
法
花
堂
の
三
味
僧
/
⑬
下
(
五
一
二
)
仁
和
寺
に
あ
る
法
師

【
下
冊
}

①
四
オ
上
(
一
七
三
)
世
に
は
心
え
ぬ
こ
と
の
/
⑦
下
(
一
八
二
)
相
模
守
時
頼
の
母
は

③
一

O
オ
上

(
一
四
一
二
)
栂
尾
の
上
人
/
④
下
(
二

O
四
)
亀
山
殿
た
て
ら
れ
ん
と
て

⑤
一
六
オ
上
(
一
五
二
)
此
人
東
寺
の
門
に
(
丁
付
「
廿
六
」
)
/
⑤
下
(
一
九
一
二
)
或
人
久
我
縄
手
を
通
り
け
る
に

⑦
一
一
三
オ
上
つ
二

O
)
御
前
の
火
炉
に
(
丁
付
「
一
一
一
十
三
」
)
/
③
下
(
二
三
二
)
丹
波
に
出
雲
と
い
ふ
所
あ
り

前
見
返
に
は
「
兼
好
法
師
停
記
」
と
い
う
短
文
が
載
る
。
こ
れ
を
左
に
掲
載
す
る
。
た
だ
し
振
り
仮
名
は
省
略
す
る
。

兼
好
法
師
侍
記
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つ
れ
/
¥
草
の
作
者

兼
好
法
師
は
大
し
よ
く
く
は
ん

よ
り
十
九
世
の
後
に
て

右
京
太
夫
兼
名
の
孫

兼
顕
の
子
姓
は
卜
部
也

卜
部
は
仲
哀
天
皇
の

御
宇
に
天
児
屋
根
命

よ
り
十
一
世
い
か
っ
ち
の

大
臣
亀
卜
の
道
ニ
達
し

ま
た
画
中
に
次
の
一
首
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ち
ぎ
り
を
く
花
と
な
ら
ひ
の
お
か
の
ヘ
に

け
る
ゆ
へ
は
じ
め
て
卜
部
の

姓
を
給
は
り
き
児
屋
根

よ
り
十
八
世
常
盤
大
連

中
臣
の
は
ら
ひ
を
欽
明

天
皇
に
さ
づ
け
奉
り
し

よ
り
卜
部
の
姓
を
あ
ら

た
め
て
中
臣
の
姓
を
た
ま

'̂ 
り

あ
は
れ
い
く
よ
の
春
を
す
こ
さ
ん

加
藤
喜
太
郎
寄
贈
、
昭
和
五
年
一

O
月
三
日
、
本
館
受
入
。

(6)
つ
れ
/
¥
草

享
保
七
年
刊
本

九
一
四
・
四
五
/
四
五

二
巻
二
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
の
紺
表
紙
。
縦
二
五
・
五
×
横
一
八
・
四

倒
。
本
文
料
紙
の
匡
郭
は
縦
一
三
・

O
×
横
一
六
・
三
側

(
上
冊

オ
に
よ
る
)
。
毎
半
葉
一
五
行
書
。
た
だ
し
第
一
丁
の
み
内
題
を
含
め
て
一
四
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
振
り
仮
名
が
散
見
さ
れ
る
。

句
点
に
は
「
.
」
を
使
用
す
る
。
濁
点
は
振
り
仮
名
に
散
見
さ
れ
る
が
、
本
文
に
直
接
付
け
る
例
は
稀
で
あ
る
。
乙
れ
に
加
え
て
、
旧
蔵

者
に
よ
っ
て
随
所
に
振
り
仮
名
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
外
題
は
原
題
笹
川
に
「
つ
れ
/
¥
草
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
四
周
双
辺
で
左
肩
に
貼
ら
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れ
て
い
る
。
た
だ
し
下
冊
題
策
は
剥
が
れ
て
い
る
た
め
、
表
紙
と
第
一
丁
と
の
聞
に
挿
ん
で
あ
る
。
内
題
は
「
つ
れ
/
¥
草
」
。
尾
題
は

な
い
が
、
上
冊
巻
末
左
下
に

「上
終
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
下
冊
に
は
な
い
。
柱
題
は
「
つ
れ
上
(
下
)
」
。
丁
数
は
上
冊
の
口
絵
が
二
丁

(
丁
付

「口
ノ
こ

i

「口
ノ
二
」
)
、
本
文
が
四
一
丁
(
丁
付
「
こ

l
「
四
十
一

」)
、
合
せ
て
四
三
丁
、
下
冊
が
三
七
丁
(
丁
付
「
こ

j

「
三
十
七
」
)

で
あ
る
が
、

し
か
し
上
下
と
も
に
飛
び
丁
が
あ
る
た
め
、
上
冊
の
実
数
は
三
九
丁
で
あ
り
、
序
分
の
二
丁
を
加
え
れ
ば
、

四

一
丁
と
な
る
。
さ
ら
に
挿
絵
の
丁
で
あ
る
前
見
返
を
加
え
る
な
ら
ば
、
墨
付
四
二
丁
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
下
冊
も
実
数
で
い
え

ば
墨
付
三
三
丁
で
あ
る
。
以
下
に
詳
細
を
示
す
。

【
上
冊
飛
び
丁
部
分
の
丁
付
】

十
二
|
①
十
三
四
|
十
五
|
①
十
六
七
|
十
八

{
下
冊
飛
び
丁
部
分
の
丁
付
】

十
三
l
①
十
四
五
l
②
十
六
七
l
十
八

二
十
四
|
③
二
十
五
六
|
二
十
七

三
十
|
④
三
十
一
二
|
三
十
三
|
三
十
四

l
⑤
三
十
五
六
|
三
十
七

章
段
は
改
行
せ
ず
に
前
段
に
詰
め
て
書
か
れ
て
い
る
。
番
号
は
上
下
通
算
で
は
な
く
、
各
冊
別
々
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。
上
冊
章
段
は

第

一
三
六
段

「く
す
し
あ
つ
も
り
」
ま
で
で
あ
る
。
ま
た
上
下
と
も
巻
頭
の
第
一
段
に
番
号
は
付
け
ず
、
二
つ
目
の
第
二
段
の
「
一
こ
か

ら
表
示
す
る
。
章
段
番
号
は
囲
み
文
字
で
、
次
の
四
種
類
が
見
ら
れ
る
。

①
白
地
に
四
周
単
辺
。
上
冊
二

1
-
三
、
五
七
、
五
八
、

一
三
二

i
一
三
六
。

②
白
地
に
四
周
双
辺
。
上
冊
八
七
、
八
八
。

①
黒
地
。
上
冊
一
七
、
五

O
、
八
一
。
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④
黒
地
に
四
周
単
辺
。
上
冊
一
四

i
一六、

一
八
{
)
四
九
、
五
一

l
五
六
、
五
九
j
八
O
、
八
二

1
八
六
、
八
九

1
二
一一O
、
及
び
下

冊
全
段
。

上
冊
の
巻
末
に
次
の
文
が
あ
る
。

従
古
難
徒
然
之
重
板
多
世
間
仮
名
遣
誤
依
有
之
今
又

以
貞
徳
之
写
本
令
開
板
者
也

上
終

ま
た
下
冊
最
終
丁
裏
に
は
左
詰
め
に
四
周
単
辺
の
枠
が
あ
り
、
そ
の
中
に
次
の
刊
記
が
あ
る
。

享
保
七
壬
寅
歳
孟
陽
日

大
坂
心
斎
橋
筋
順
慶
町
角

書
林

河
内
屋
茂
兵
衛

挿
絵
は
次
の
四
箇
所
に
あ
る
。

(1)
上
冊
前
見
返
し
全
面
。
兼
好
図
(
文
机
に
も
た
れ
か
か
る
も
の
で
、
序
分
に
相
当
)
。

(2)
口
ノ
一
表
。
今
川
了
俊
と
命
松
丸
と
が
対
面
す
る
図
。
団
扇
面
図
。

(3)
口
ノ
一
裏
j
二
表
。
巻
物
図
。
中
に
「
つ
れ
/
¥
州
コ
マ
グ
の
事
」
を
記
す
。

(4)
口
ノ
二
裏
。
兼
好
、
百
姓
に
米
を
施
す
の
図
。

印
記
と
し
て
は
本
館
の
ほ
か
、
「
道
修
町
小
西
伊
兵
衛
」
と
い
う
朱
長
方
印
(
単
辺
陽
刻
)
が
上
下
冊
巻
頭
に
捺
し
て
あ
る
。
小
西
伊

兵
衛
は
江
戸
後
期
の
大
坂
道
修
町
の
薬
種
問
屋
で
あ
る
(
渡
辺
祥
子
氏
「
薬
種
中
買
仲
間
と
唐
薬
問
屋
」
『
都
市
文
化
研
究
』
第
一
号
参
照
)
。

上
冊
口
ノ
一
オ
モ
テ
に
記
さ
れ
る
「
徒
然
州
裁
端
」
を
左
に
掲
げ
る
。

つ
れ
ん
¥
草
は
兼
好
の
作
れ
る

書
一
生
に
秘
め
置
か
れ
し
を
め
し
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っ
か
ゐ
の
小
童
命
松
丸
に
つ

相た然芝徒Z
謄、るは然(
の人助2の
もの語ご二
ん作な字
じれり徒と
也る世は
尤書会を空;
寂与なのな
莫きれがり
はれ

た
は
り
し
を
今
川
了
俊
に
ま
い

ら
せ
し
也
兼
好
の
つ
く
れ
る
所

は
花
は
さ
か
り
に
の
段
筆
は
じ
め
な
り

つ
れ
/
¥
草
の
題
号
な
れ
は
と
て

の
二
字
も
つ
れ
/
¥
と
よ
む

ま了
に俊
と設
い明
ふし
段て
をつ
書2れ

ヂ〈
せ成
しま
也

よ心
むを
べ観
し し
心心
ふを
かし
きづ
書会め
なて
り

次
に
「
兼
好
由
緒
」
を
左
に
掲
げ
る
。

兼|兼|
女子 女子|
法凶|
師緒|
は

後
出
家
し
て
兼
好

天
津
見
屋
根
命
の

と
い
ヘ
る
名
字
を
其

苗
商
大
職
冠
鎌

ま
弘
法
名
に
よ
み
か
ヘ
え
て

足
公
十
七
代
の
末
孫

兼
好
法
師
と
申
せ
し
也

吉
田
兼
顕
の
三
男

和
膏
は
二
条
家
の
門
弟

左
兵
衛
佐
卜
部
兼
好

に
し
て
手
跡
も
よ
く
せ
り

と
申
て

後
宇
多
院

儒
荘
老
の
道
に
天
台
の

の
北
面
の
臣
に
て
ぞ

学
を
か
ね
た
り
洛
陽
に

有
け
る
帝
崩
御
の

あ
そ
び
古
人
の
遺
書
を
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友
と
す
伊
賀
伊
勢
尾

こ
し
か
た
の

張
大
和
あ
た
り
を
行
脚

世
の
う
き
こ
と
を

し
後
に
つ
の
園
安
倍

か
そ
ふ
か
も

野
に
住
し
事
あ
り

ね
ら
れ
ぬ

夜
述
懐
と
い
へ
る

夜
半
の

題
に
て

鴫
の
羽
か
き

次
に
徒
然
草
の
秘
伝
と
さ
れ
る
「
つ
れ
/
¥
州
三
ヶ
の
事
」
を
収
録
し
て
い
る
の
で
、
?
」
乙
に
掲
げ
る
。

じ
ゃ
う
し
ん

O
白
う
る
り
と
い
ふ
は
盛
真
僧
都
と
い
ふ
人
い
も
が
し
ら
を

こ
の
み
て
師
匠
よ
り
ゆ
づ
ら
れ
し
弐
百
貫
の
銭
。
坊

う

つ

わ

か

ま
で
賓
て
我
す
け
る
食
事
の
た
め
に
皆
に
な
し
は
て

た
る
や
う
な
る
人
。
し
ど
け
な
け
れ
と
其
徳
あ
る
道
心
な
り

と
て
世
の
人
ほ
め
た
う
と
み
し
也
盛
真
あ
る
法
師
を
見

て
し
ろ
う
る
り
と
い
ふ
名
を
付
ら
れ
た
り
人
是
を
と
ふ
に

み
づ
か
ら
云
出
せ
し
な
れ
ど
も
何
の
事
ぞ
と
我
も
し
ら

い
て

ず
も
し
白
-
つ
る
り
と
い
ふ
も
の
出
た
ら
は
あ
の
僧
の
か
ほ
に

に
る
べ
き
な
ん
と
こ
た
へ
ら
れ
し
と
也
何
に
も
た
と
ヘ

が
た
き
も
の
を
た
わ
む
れ
言
に
云
し
事
と
お
ぼ
え
侍
る

L一一

ウ

云
出
せ
し
人
さ
ヘ
し
ら
ざ
れ
は
作
者
に
も
し
る
ま
じ
是
口
停
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O
布
の
も
か
う
と
い
ふ
事
は
し
も
か
う
と
い
ふ
あ
り
是
は
み
す

の
上
に
横
に
引
は
へ
た
る
き
ぬ
也
此
は
し
も
か
う
を
布
の

e也

aM-
つ

あ
ら
/
¥
し
き
に
で
し
た
る
を
い
ふ
な
り
帽
額
は
四
月
朔
日
よ
り

九
月
九
日
ま
て
は
か
冶
ら
ず
と
な
り

ほ
・7
ベ
ん

O
放
免
の
つ
け
も
の
と
い
ふ
は
東
鑑
廿
三
に
言
将
軍
実
朝

ふ
う
り
う

つ
る
か
岡
ヘ
拝
賀
の
時
随
丘
ハ
の
外
に
風
流
を
つ
く
し

た
る
も
の
あ
り
た
と
へ
は
賀
茂
の
ま
つ
り
に
若
き
随

身
の
か
り
ぎ
ぬ
に
作
り
花
を
付
た
る
ご
と
く
き
よ
ら
を

つ
く
し
た
る
も
の
行
列
の
外
に
異
風
の
か
た
ち
に
て
付
添

ゆ
く
も
の
あ
れ
と
も
其
時
は
は
な
ち
ゆ
る
す
と
い
ふ
事
に
て

す
き

放
免
と
い
ヘ
り
法
令
に
過
て
お
も
き
作
り
も
の
を

付
た
れ
は
其
人
に
ま
た
人
付
そ
ふ
て
あ
ゆ
み
行

を
見
る
に
さ
ヘ
く
る
し
き
と
い
〉
し
事
な
り

今
の
世
の
神
事
練
も
の
や
う
の
も
の
な
り
と
し
り
ぬ

」
二
オ

次
い
で
「
兼
好
百
姓
に
米
施
す
」
を
左
に
掲
げ
る
。

兼
好
は
三
度
伊
賀
国
に
居
て

あ
り
て

上
皇
よ
り
典
薬

病宅観
床よ臆
に元
臥年
すの
都春

其月
間三
ヘ日
よ
り

を和
相気
添え清
お元
くに
り米
給穀
ひ舟
し石
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悦;察
哲逼
tヲは
JF 桑

長田
をん
る

ふ
もつ の

て
〉

あ
る
か
な
き
世
の
な
ら
は
し
も
忘
ら
れ
て

を
く
る
〉
身
に
は
夢
か
と
そ
お
も
ふ

薬
を
用
す
件
の
米
穀
を

な
き
人
の
こ
の
比
お
ほ
き
世
や
さ
ら
に

土
民
に
施
す
病
不
快
に
し

つ
ね
と
し
ら
で
も
お
と
ろ
か
れ
ぬ
る

て
同
十
八
日
に
卒
お
わ
ん
ぬ

享
保
四
亥
年
迄
三
百
七
十
年
ニ
成

病
中
の
詠

昭
和
六
十
二
年
六
月
十
九
日
、
本
館
受
入
。

(
7
)
絵
入
新
板
つ
れ
/
¥
州

九
一
四
・
四
五
/
四
三

二
巻
二
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
で
表
紙
は
布
目
地
浅
繰
色
。
縦
二
六
・
七
×
横
一
八
・
五
倒
。
匡
郭
は
四
周
単
辺
で
縦
一
二
・
六
×
横

一
六
・
九
側

(
上
冊
一
オ
に
よ
る
)
。
行
数
は
上
冊
第
一
丁
オ
モ
テ
が
一
四
行
だ
が
、
第
一
丁
ウ
ラ
以
降
は
二
ハ
行
で
あ
る
。
巻
頭
「
つ
れ

ん
¥
な
る
ま
〉
に
」
か
ら
「
も
の
ぐ
る
お
し
け
れ
」
ま
で
を
序
分
と
し
て
扱
っ
て
お
り
、
第
一
段
「
い
で
や
此
世
に
生
れ
て
」
以
降
を
大

き
目
に
書
い
て
い
る
。
ま
た
歌
は
合
点
を
付
け
て
本
文
中
に
改
行
せ
ず
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
表
記
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
漢
字
は

少
な
め
。
振
り
仮
名
は
散
見
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
ま
た
句
読
点
の
か
わ
り
に
随
所
に
黒
点
「
.
」
を
付
け
て
い
る
。
表
紙
左
肩
に
原
題

策
で
「
輸
相
一
つ
れ
/
¥
州

上
(
下
)
」
と
あ
る
。
単
辺
で
縦
一
八
・
九
×
横
四
・
一
側

(
上
冊
損
傷
ゆ
え
、
下
冊
に
よ
る
)
。
ま
た
上
冊

前
見
返
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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繕
入
新
板

つ
れ
/
¥
州

江
都
書
買

青
豪
閣
(
印
)

尾
題
は
な
い
が
、
上
冊
の
巻
末
中
央
に
「
上
巻
終
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
版
心
に
は
「
つ
上
(
下
)
」
と
あ
る
。
章
段
番
号
は
郭

外
の
上
部
に
あ
り
、
下
冊
は
通
算
番
号
を
用
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
巻
頭
は
「
百
三
十
七
」
で
始
ま
る
。
寛
文
十
二
年
山
路
版
に
は
こ
の

番
号
が
な
く
、
次
の
段
を
「
第
二
」
と
記
す
。
す
な
わ
ち
上
下
別
々
に
番
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
、
延
享
版
と
異
な
っ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
丁
数
は
上
冊
四
四
丁
だ
が
、
丁
付
は
飛
び
丁
の
た
め
に
「
こ
か
ら
「
五
十
一
終
」
と
な

っ
て
い
る
。
下
冊
は
三
六
丁
だ
が
、

上
冊
同
様
飛
び
丁
の
た
め
に
丁
付
は
「
こ
か
ら

「四
十
三
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
下
冊
の
三
十
丁
台
は
「
品
川
」
を
用
い
て
い
る
が
、

第
三
七
丁
だ
け
は
「
三
十
七
」
と
表
記
し
て
い
る
。

【
上
冊
の
飛
び
丁
部
分
】

十
四
l
①
十
五
ノ
廿
一

!
廿一

一

四
十
六
l
②
四
十
七
八
|
四
十
九

【
下
冊
飛
び
丁
部
分
】

五
l
①
六
ノ
八
|
⑦
九
十
四
|
①
十
五
六
|
④
廿

一
l
l
廿

下
冊
最
終
丁
ウ
ラ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

右
つ
れ
/
¥
草
板
行
元
本
校
考
全
畢

尤
可
為
詮
本
者
也
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延
享
五
歳
辰
戊
夏
吉
日
求
之

さ
ら
に
後
見
返
に
は
次
の
よ
う
な
刊
記
が
あ
る
。

江
戸
浅
草
茅
町
二
町
目

書

買

須

原

屋

伊

八

初
版
本
は
京
寺
町
通
の
田
中
屋
半
兵
衛
が
出
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る

(
斉
藤
彰
氏
「
徒
然
草
の
研
究
』
八

O
六
頁
)
。
須
原
屋
伊
八

版
は
そ
の
求
版
本
だ
ろ
う
。
も
と
も
と
池
之
端
仲
町
に
あ
っ
た
が
、
文
化
年
間
以
降
は
仲
町
と
茅
町
と
両
町
に
屈
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
書
は
文
化
年
間
以
降
の
刊
行
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
上
冊
見
返
左
下
、
「
江
都
書
買

青
豪
閣
」
の
下
に
「
北
淳
氏
/
青
製
閣
/
禁

本
記
(
北
淳
氏
青
繋
閣
製
本
記
こ

と
い
う
朱
正
方
印
(
単
辺
陽
刻
)
が
捺
し
て
あ
る
。
乙
れ
は
北
沢
伊
八
こ
と
須
原
屋
伊
八
の
印
で
あ
る
。

挿
絵
は
上
冊
が
一
=
一
面
一
三
図
、
下
冊
が
一
一
面
一
一
図
で
あ
る
。

{
上
冊
】

①
三
オ
(
序
分
)

②
六
オ
(
七
)
あ
だ
し
野
の
露
消
ゆ
る
時
な
く

③
九
オ

④
一
二
オ

①
一
五
オ

⑥
一
八
オ

⑦
二
一
オ

③
二
五
オ

①
二
九
オ

(
九
)
女
は
か
み
め
で
た
か
ら
ん
こ
そ

(
一
二
神
無
月
の
比

(
三
二
)
九
月
廿
日
の
比

(
五
四
)
御
室
に
い
み
じ
き
児
の

(
丁
付
「
廿
四
」
)

(
六
八
)

つ
く
し
に
何
が
し
の
押
領
使
(
丁
付

「廿
七
」)

(八

O
)
人
ご
と
に
我
身
に
(
丁
付
「
品
川
一」)

(
八
九
)
奥
山
に
猫
ま
た
と
い
ふ
物
(
丁
付

「廿
五
」
)
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⑬
三
三
オ
(
一

O
三
)
大
学
寺
殿
に
て

(
丁
付
「
舟
九
」
)

⑪
三
六
オ
(
一
一
一
)
囲
碁
双
六
好
ん
て
あ
か
し
く
ら
す
人
は
(
丁
付
「
四
十
二
」
)

⑫
三
九
オ
(
一
二

O
)
唐
の
物
は
く
す
り
の
ほ
か
は

(
丁
付

「四
十
五
」
)

⑬
四
二
オ
(
一
二
九
)
顔
回
は

(
丁
付
「
四
十
九
」
)

【
下
冊
】

①
三
オ
(
一
三
七
)
花
は
さ
か
り
に

②
六
オ
(
一
四
四
)
栂
尾
の
上
人

①
九
オ
(
一
五
四
)
此
人
東
寺
の
門
に
(
丁
付
「
十
一
」
)

④
一
一
一
オ
(
一
六
二
)
遍
照
寺
の
承
仕
法
師
(
丁
付
「
十
四
」
)

①

一
六
オ
(
一
八

O
)
さ
ぎ
ち
ゃ
う
は

(
丁
付
「
廿
三
」
)

⑥
一
九
オ
(
一
八
八
)
あ
る
者
子
を
法
師
に
な
し
て

(
丁
付
「
廿
六
」
)

⑦
二
二
オ
(
一
二
四
)
想
夫
恋
と
い
ふ
楽
は

(
丁
付

「廿
九
」)

③
一
一
五
オ
(
一
二
五
)
平
の
宣
時
朝
臣
(
丁
付
「
舟
二
」
)

①
二
八
オ
(
二
三
こ
園
の
別
当
入
道
は

(
丁
付

「舟
五
」
)

⑩
三
一
オ

(二二
一六
)
丹
波
に
出
雲
と
い
ふ
所
有
(
丁
付

「品
川
八
」
)

⑪
三
四
オ

(
二
三
八
)
御
随
身
近
友
が
自
賛
と
て

(
中
略
)
二
月
十
五
日
月
あ
か
き

(
丁
付
「
四
十
一
」
)

以
上
、
す
べ
て
の
挿
絵
は
寛
文
十
二
年
版
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

旧
蔵
者
名
は
見
返
に
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
岩
本
」
と
い
う
朱
橋
円
印
(
単
辺
陽
刻
)
が
捺
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
甲
府
在
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の
岩
本
篤
三
郎
と
い
う
人
物
と
知
ら
れ
る
が
、
伝
未
詳
で
あ
る
。
前
田
書
庖
か
ら
購
入
、
昭
和
六
二
年
一
月
一
一
四
日
受
入
。

(8)
大
字
新
板
つ
れ
/
¥
草

寛
延
四
年
刊
本

九
一
四
・
四
五
/
四
九

二
巻
二
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
。
金
泥
を
刷
毛
で
横
引
し
た
錆
が
か
っ
た
紺
表
紙
。
縦
二
六
・
四
×
横
一
八
・
八
仰

(
上
冊
に
よ
る
)
。
匡

郭
は
縦
二
二
・
四
×
横
二
ハ
・
三
側
(
上
冊
一
オ
に
よ
る
)
。
毎
半
葉
一
四
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
、
振
り
仮
名
、
濁
点
、
句
点
を

多
用
す
る
。
外
題
は
原
題
祭
で
「
献
僻
つ
れ
/
¥
草
」
と
あ
る
。
四
周
双
辺
で
二
重
の
枠
の
中
に
牡
丹
唐
草
文
様
を
描
い
た
朱
題
策
で

あ
る
。
表
紙
中
央
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
縦
一
七
・六
×
横
四
・
七

m
。
内
題
・
尾
題
と
も
に
な
い
。
版
心
に
は
「
つ
れ
/
¥
草
上
(
下
こ

と
あ
る
。
見
返
に
は
薄
墨
で
題
・
序
文
・
版
元
を
摺
つ
で
あ
る
。
序
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

夫
つ
れ
/
¥
草
は
吉
田
兼
好
先
師
の
著
作
に
て
万
代
の
亀
鑑
也

男
女
共
に
平
生
座
右
に
置
て
熟
讃
す
へ
し
然
る
に
近
年
板
行

紙
数
の
す
へ
な
か
ら
ん
事
を
要
と
し
文
字
こ
ま
か
に
な
り
見
ん
人

甚
た
労
せ
り
今
此
書
紙
数
を
延
し
文
字
等
改
正
し
令
板
行
畢

丁
数
は
上
冊
が
四
一
丁
、
下
冊
三
三
丁
で
あ
る
。
刊
記
は
下
冊
最
終
了
左
詰
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

寛
延
四
年

加
賀
屋
清
左
衛
門

未
六
月
下
旬
京
都
書
林
大
和
屋
伊
兵
衛

章
段
番
号
は
郭
外
上
部
に
口
で
囲
む
。
上
冊
第
九
一
段

「赤
舌
日
と
い
ふ
事
」
の
段
の
後
半
は
「
或
人
弓
ゐ
る
事
を
な
ら
ふ
に
」
の
段

に
な
っ
て
い
る
。
続
く
「
牛
を
う
る
者
あ
り
」
の
段
を
第
九
二
段
と
し
て
い
る
か
ら
、
単
純
に
段
数
を
省
い
て
い
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
上
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冊
最
終
段
は
「
く
す
し
あ
っ
し
げ
」
の
段
で
、
第
一
三
五
段
目
に
あ
た
る
。
そ
し
て
下
冊
冒
頭
「
花
は
盛
に
」
の
段
に
は
第
一
三
六
段
と

通
算
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
下
冊
最
終
の
「
八
に
な
り
し
年
」
は
第
二
三
九
段
で
あ
る
D

挿
絵
は
上
冊
が
五
面
一

O
図
、
下
冊
が
四
面
八
図
。

【
上
冊
}

①
五
オ
上
(
八
)
世
の
人
の
心
ま
ど
は
す
事
。
/
下

(
一
九
)
折
ふ
し
の
う
つ
り
か
は
る
こ
そ
。

①
二
ニ
オ
上
(
六
O
)
真
乗
院
に
盛
親
僧
都
と
て
。
/
④
下
(
五
二
亀
山
殿
の
御
池
に
。

①
二

O
オ
上

(
六
八
)
筑
紫
に
何
が
し
の
。
/
⑤
下

(
八
七
)
下
部
に
酒
の
ま
す
る
事
は
。

⑦
二
九
オ
上
(
七
九
)
人
こ
と
に
。
/
③
下
(
九
一
)
赤
舌
日
と
い
ふ
事
。

①
三
四
オ
上

(
一
O
八
)
高
名
の
木
の
ぼ
り
と
い
ひ
し
お
の
乙
。
/
⑬
下
(
一
三
七
)
祭
過
ぬ
れ
ば
後
の
葵
不
用
成
と
て
。

(
こ
の
段

の
本
文
は
下
冊
に
あ
る
)

{
下
冊
】

①
五
オ
上
(
一

四
一
二
)
栂
尾
の
上
人
道
を
過
給
け
る
に
。
/
②
下
(
二

O
七
)
亀
山
殿
た
て
ら
れ
ん
と
て
。

①
一
二
オ
上
(
一
五
二
)
此
人
東
寺
の
門
に
/
④
下
(
一
九
一
ニ
)
或
人
久
我
縄
手
を
通
り
け
る
に
。

①
一
九
オ
上
(
一
七
三
)
世
に
は
心
え
ぬ
こ
と
の
多
き
也
。
/
⑥
下
(
一
八
二
)
相
模
守
時
頼
の
母
は
。

⑦
二
七
オ
上
(
一
二
二
)
平
宣
時
朝
臣
。
/
③
下
(
二
三
二
)
丹
波
に
。
出
雲
と
い
ふ
所
あ
り
。

昭
和
六
二
年
五
月
八
日
、
本
館
受
入
。
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(9)
新
板
繕
入
つ
れ
/
¥
草

無
刊
記
絵
入
本

九
一
四
・
四
五
/
四
八

二
巻
二
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
で
布
目
地
の
青
表
紙
。
縦
二
六
・
一
〉
〈
横
一
八
・
二
倒
。
本
文
料
紙
の
匡
郭
は
縦
二
二
・
一
〉
〈
横
二
ハ・
四
倒
。

序
・
本
文
と
も
に
毎
半
葉
一
三
行
書
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
振
り
仮
名
・
濁
点
・
句
点
を
多
用
す
る
。
表
紙
左
一
屑
に
原
題
策
で
「
つ

れ
/
¥
草

新
粧
緒
入
」
と
あ
る
。
四
周
双
辺
で
縦
一
九
二
一
×
横
四
・
四
倒

。
内
題
は
上
冊
に
「
新
板
繕
入
つ
れ
/
¥
草
」
と
あ
る
が
、
下

冊
に
は
な
い
。
版
心
に

「徒
然
上
(
下
こ
と
あ
る
。
尾
題
は
な
い
。
た
だ
し
、
上
冊
最
終
丁
左
下
に

る 11:1
。港|

|終|

丁
数
は
上
冊
が
三
三
丁
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
飛
び
丁
、
又
丁
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
序
に
は
丁
付
が
さ
れ
て
い
な
い
。
下
冊
は
二
九

丁
で
、
こ
の
う
ち
、
又
丁
が

一
丁
あ
る
。
ま
た
、
終
丁
は
見
返
を
兼
ね
て
い
る
。

【
下
冊
の
又
丁
部
分
】

二
十
|
①
又
ノ
廿
l
廿

一

章
段
は
一
段
か
ら
一

O
段
ま
で
数
詞
・
助
数
調
を

O
で
囲
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、

一
一
段
以
降
は
数
字
だ
け
の
囲
み
文
字
で
一
示
す
。
改

行
は
原
則
行
わ
な
い
。
た
だ
し
第
一
段
か
ら
二
段
に
移
る
箇
所
だ
け
改
行
し
て
い
る
。
下
冊
冒
頭
は
諸
本
同
様
「
花
は
さ
か
り
に
」
で
あ

る
が
、
章
段
数
は
第
一
三
九
段
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
全
体
の
章
段
数
は
二
四
七
段
で
あ
る
。

挿
絵
は
上
冊
が
六
面
一
一
図
、
下
冊
が
五
面
一

O
図
で
あ
る
。

【
上
冊
】

①
序
ウ
〆戸、、

一、、---
つ
れ
/
¥
成
ま
〉
に

②
四
オ
上
(
八
)
世
の
人
の
心
ま
ど
は
す
事
/
③
下
(
二

O
)
折
ふ
し
の
う
つ
り
か
は
る
こ
そ
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④
八
オ
上
(
二
五
)
斎
宮
の
野
h

宮
に
/
①
下
(
五
五
)
御
室
に
い
み
じ
き
児
の
有
け
る
を
。

①
二
ニ
オ
上
(
六
九
)

つ
く
し
に
何
が
し
の
押
領
使
/
⑦
下
(
八
八
)
下
部
に
酒
の
ま
す
る
事
は
。

③
二
三
オ
上

(
九
)
女
は
か
み
の
め
で
た
か
ら
ん
乙
そ
/
⑨
下
(
九
O
)
奥
山
に
ね
こ
ま
た
と
い
ふ
物

⑬
二
八
オ
上
(
一
三
五
)
高
く
ら
の
院
/
⑪
下
(
一

O
七
)
高
野
の
詮
空
上
人
京
ヘ

【
下
冊
】

① 
四
オ
上

(
一
四
O
)
祭
す
き
ぬ
れ
ば
。

/
②
下
(
一
四
六
)
栂
の
尾
の
上
人
道
を
過
給
ひ
け
る
に
。

③
八
オ
上
(
一
六
四
)
遍
照
寺
の
承
仕
法
師
。
/
④
下
(
一
五
六
)
此
人
東
寺
の
門
に
雨
や
ど
り

①
一
四
オ
上

(
一
七
七
)
世
に
心
え
ぬ
事
の
お
〉
き
也
。
:
・
聾
の
か
ぎ
り
出
し
て
/
①
下
(
一
八
六
)
相
模
守
時
頼
の
母
は
。

⑦
一
九
ウ
上
(
一
二
七
)
平
の
宣
時
朝
臣
老
の
の
ち
/
③
下
(
二

O
八
)
徳
大
寺
の
右
大
臣
殿
。

③
二
四
オ
上
(
二
三
一
二
)
菌
の
別
賞
入
道
は
/
⑬
二
四
オ
下
(
二
二

O
)
狐
は
人
に
く
ひ
っ
く
物
也
。

序
文
は
次
の
通
り
。
た
だ
し
振
り
仮
名
は
一
部
を
除
き
省
略
す
る
。

此
つ
れ
/
¥
草
は
吉
田
兼
好
折
に
ふ
れ
時
に
臨
て
書
捨
し
筆
、
ず
さ

み
な
れ
ば
何
に
思
ひ
よ
れ
り
と
い
ふ
さ
だ
か
な
る
事
は
な
し
そ
こ
は
か
と

な
く
書
つ
く
れ
ば
と
い
ふ
に
て
し
る
べ
し
草
紙
の
大
体
は
源
氏
物
語
の
調

を
用
ひ
清
少
納
言
が
枕
草
紙
を
v

つ
つ
し
た
る
也
然
る
ゆ
ヘ
清
紫
の
二
女
の
筆

意
を
ふ
ま
ヘ
台
教
を
根
本
と
し
て
生
死
無
常
を
観
じ
或
は
老
荘
の

寓
言
を
俄
て
う
き
世
の
さ
ま
を
説
顕
し
又
は
時
序
風
景
を
も
て
あ
そ
び
う

む

男
女
の
わ
り
な
き
情
の
道
を
も
捨
や
ら
す
彼
に
な
ぞ
ら
ヘ
此
に
よ
そ
ヘ
有
無
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の
聞
に
出
入
す
と
い
へ
ど
も
其
意
を
立
る
所
を
察
す
れ
ば
皆
日
用
に
便
有
て

悪
を
こ
ら
し
て
善
を
す
〉
む
る
も
の
也
然
る
に
此
書
を
儒
者
が
講
ず
れ
ば
五

常
の
旨
に
取
な
し
仏
者
か
よ
む
時
は
釈
教
仏
見
に
い
ひ
落
し
歌
学
者
は

ぉ
、

詞
花
言
葉
を
か
ざ
り
て
歌
の
道
に
い
ひ
課
す
是
銘
々
の
好
む
方
に
引
れ

一
偏
に
な
づ
む
ゆ
ヘ
な
り
兼
好
が
心
は
い
つ
れ
の
道
に
も
人
の
教
と
な
る
へ
き
事

が
ら
を
書
あ
つ
め
己
が
本
意
を
現
す
也
此
書
を
見
る
人
此
意
味
を
あ
ぢ
は
ふ
べ
し

下
冊
最
終
丁
左
肩
に
は
福
地
書
屈
(
群
馬
県
伊
勢
崎
市
上
泉
町
二
八
二
の
五
)

の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
当
書
庖
か
ら
購
入
、
昭

和
六
二
年
八
月
一
八
日
に
本
館
に
受
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

2 

注
釈
書
類

(
1
)
徒
然
草
寿
命
院
抄

古
活
字
本

貴
重
書
/
五
九
四
・
五
九
五

四
ツ
目
袋
綴
装
で
縦
二
七
・
六
×
横
一
一

0
・
一
倒
。
灰
色
表
紙
。
上
巻
九
六
丁
、
下
巻
五
三
丁
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
字
数
は
二
二

字
か
ら
三

O
字
程
度
。
外
題
は
後
補
で
「
つ
れ
つ
れ
草
巻
上
(

1

下
ご
と
左
肩
に
墨
書
題
祭
を
貼
る
。
内
題
・
尾
題
と
も
に
な
し
。
柱

刻
は
「
徒
抄
上
(
'
下
)

(
丁
付
)
」
。
匡
郭
は
四
周
双
辺
で
縦
二
二
・
五
×
横
一
六
・
六
側

(
上
巻
第
一
丁
は
摺
が
悪
い
の
で
第
二
丁

に
よ
る
)
。
版
文
は
諸
本
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
中
院
通
勝
の
筆
に
な
る
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
。

此
書
者
書
命
院
立
安
法
印
凌
醤
家
救
療
之
暇
虞

見
遠
聞
而
漸
終
篇
予
披
覧
最
奇
之
飴
揮
短
毒
柳
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録
事
状
耳

慶
長
第
六
辛
丑
孟
冬
九
日

也
足
受
素
然

お
ぼ
ま
と
し
え

印
記
は
本
学
図
書
館
の
も
の
の
ほ
か
、
「
秀
/
停
」
(
黒
正
方
印
・
双
辺
陽
刻
)
、
反
町
茂
雄
の
「
月
明
荘
」
、
小
汀
利
得
の
「
を
ば
ま
」

が
あ
る
。
小
汀
は
日
本
経
済
新
聞
社
長
で
経
済
評
論
家
で
も
あ
っ
た
。
昭
和
四
七
年
没
。
本
館
に
は
本
書
の
ほ
か
に
も
小
汀
文
庫
旧
蔵
本

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
書
入
は
墨
書
、
朱
筆
で
多
々
記
さ
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
同
筆
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
付
婆
も
幾
つ
か
貼
ら
れ

て
い
る
。
朱
筆
で
は
引
用
歌
や
各
段
の
見
出
し
を
記
す
な
ど
短
文
の
注
記
を
す
る
ほ
か
、
地
名
・
人
名
・
書
名
な
ど
に
線
を
引
い
て
い
る
。

墨
書
で
は
文
章
の
長
さ
に
関
わ
ら
ず
様
々
な
注
記
を
施
し
て
い
る
。
ま
た
原
文
の
誤
字
は
、
ど
ち
ら
の
色
で
も
直
し
て
あ
る
。

ナ

ク

(

朱

)

ソ
コ
ハ
カ
ト
ク
ナ
室
田
ツ
ク
レ
ハ

(
上
三
オ
二
行
目
)

書
入
に
用
い
ら
れ
て
い
る
主
要
な
文
献
と
し
て
は
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
東
鑑
・
伊
勢
物
語
・
下
学
集
・
高
士
伝
・
古
今
集
・
三

体
詩
・
詩
学
大
成
・
事
文
類
緊

・
拾
芥
抄
・
職
原
抄
・
続
古
今
集
・
続
日
本
紀
・
新
拾
遺
集
・
新
千
載
集
・
荘
子
・
続
耳
談
・
孫
子
・
太

子
伝
暦
・
太
平
記
・
長
恨
歌

・
風
雅
集
・
鐘
筆
内
伝
・
本
朝
文
粋
・
万
葉
集
・
文
選
・
維
摩
経
・
世
継
物
語
・
礼
記
・
老
子
・
論
語
・
倭

名
集
な
、
ど
。
こ
の
よ
う
に
充
実
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
後
続
の
諸
注
で
も
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
文
献
で
あ
る
か
ら
、
書
入
し
た
人
物
が

そ
れ
ぞ
れ
を
検
索
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
ら
の
諸
注
か
ら
孫
引
き
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
後
考
を
侯
つ
。
本
郷
の
浅
倉
屋
書
庖

(
現
在
は
練
馬
に
移
転
)

か
ら
購
入
、
昭
和
四
九
年
二
月
二
九
日
受
入
。

(2
)
徒
然
草
鉄
槌

四
巻
二
冊

九

一
四
・
四
五
/
ニ
六
/
E

五
ツ
目
袋
綴
装
。
渦
巻
き
模
様
に
牡
丹
の
花
紋
を
施
し
た
丹
表
紙
。
縦
二
七
・

O
×
横
一
八
・
四
倒
。
後
補
題
策
を
表
紙
左
肩
に
貼
る
。
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上
冊
「
つ
れ
/
¥
紗

(
丁
付
)
」。

上
三
こ
、
下
冊
「
徒
然
草
紗

下

二

こ
。
柱
刻
「
鉄
槌
巻

(

2

四
)

本
書
は
四
巻
仕
立
で
、

二
巻
は
第
六
三
段
「
後
七
日
の
」
、
三
巻
は
第
一
三
七
段
「
花
は
盛
り
に
」
、
四
巻
は
第
一
八
六
段
「
吉
田
と
申

馬
乗
の
」
か
ら
始
ま
る
。
各
章
段
の
文
頭
に
は
合
点
を
付
け
て
あ
る
。
た
だ
し
第
一
段
(
序
分
も
含
め
)
に
は
付
け
て
い
な
い
。
ま
た
全

段
に
わ
た
っ
て
章
段
番
号
を
付
け
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
本
館
所
蔵
本
で
は
旧
蔵
者
に
よ
っ
て
合
点
の
わ
き
に
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

刊
記
は
左
記
の
ご
と
く
諸
本
と
同
じ
も
の
で
あ
る

(
第
四
巻
最
終
丁
ウ
ラ
)
。

世
間
流
布
之
本
錯
乱
数
多

有
之
今
正
文
章
倭
点
重
令

於
新
刊
者
也

慶
安
武
年
暮
春
吉
辰

上
冊
最
終
了
ウ
ラ
左
下
に
「
巌
松
堂
古
典
部
波
多
埜
扱
斯
書
」
の
印
記
が
捺
し
て
あ
る
か
ら
、
東
京
の
巌
松
堂
書
庖
か
ら
購
入
し
た
も

の
だ
ろ
う
。
昭
和
三

一年
一
二
月
一
一
一
日
、
本
館
受
入
。

(3)
徒
然
草
文
段
抄

九
一
四
・
四
五
/
附
六
八
/

七
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
。
万
字
繋
ぎ
牡
丹
唐
草
文
の
紺
表
紙
。
縦
二
五
・
六
×
横

一
八
・
四
倒
。
外
題
は
後
補
題
策
に

「徒
然
草
文
段
抄

四
」
(
第
四
冊
)
と
墨
書
し
て
あ
る
。
全
冊
に
貼
つ
で
あ
る
が
、

一
l
三
冊
は
磨
滅
が
甚
だ
し
く
、
題
名
下
の
冊
数
が
読
め
な
い
。
内
題
は

第

一
巻
巻
頭
一
行
目
に
「
徒
然
草
文
段
抄
」
と
あ
る
。
柱
刻
は

「文
段

丁
付
」
。
尾
題
は
一

j
六
巻
末
尾
に
「
徒
然
草
文
段

(
'
七
)

抄
」
(
第

一
冊
は

「徒
然
文
段
抄
」
)
と
あ
る
。
ま
た
第
七
冊
本
文
末
尾
に
「
季
吟
抄
」
と
記
す
。
本
文
は
一
四
行
書
。
第

一
冊
は
「
徒
然
草
』

の
解
説
、
兼
好
や
題
号
に
つ
い
て
説
き
、
本
文
の
注
釈
に
入
る
。
「
い
て
や
こ
の
世
に
」
か
ら
第

一
段
と
す
る
。
第
一
一
冊
は
第
二
一
段
「
よ
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ろ
づ
の
事
は
」
、
第
三
冊
は
第
五
二
段

「仁
和
寺
の
あ
る
法
師
」
、
第
四
冊
は
第
九
二
段

「あ
る
人
弓
い
る
事
を
」
、
第
五
冊
は
第
一

三
七

段
「
花
は
さ
か
り
に
」
、
第
六
冊
は
第

一
七
五
段
「
世
に
は
こ
〉
ろ
え
ぬ
事
の
」
、
第
七
冊
は
第
二一

五
段
「
平
宣
時
朝
臣
」
か
ら
始
ま
る
。

刊
記
は
第
七
冊
最
終
了
ウ
ラ
に
左
詰
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

寛
文
七
年
十
二
月
吉
日

板
行

(
4
)
徒
然
草
諺
解

九

一
四
・
四
六
/
N
四
八
/

五
巻
五
冊
。
五
ツ
目
袋
綴
装
の
紺
表
紙
。
縦
二
六
・
八
×
横

一
九・一

m
。
外
題
は
第
四
巻
だ
け
原
題
祭
で
、
「
徒
然
草
諺
解

四
」
と

あ
る
。
四
周
双
辺
で
左
肩
に
貼
つ
で
あ
る
。
他
の
四
巻
は
も
と
題
策
の
あ
っ
た
場
所
に

「徒
然
草
諺
解

(
ー
五
こ
と
墨
書。

内
題

は
「
徒
然
草
諺
解
巻

(
'
五
ご
と
、
各
巻
巻
頭
に
記
す
。
尾
題
は
「
徒
然
草
諺
解
巻
之

(
'
五
)
終
」
と
あ
る
。
柱
刻
は
、
序
が
「
徒

然
序

丁
付
」
、
本
文
が
「
徒
然

(
'
五
)

丁
付
」
と
な
っ
て
い
る
。
章
段
は
段
ご
と
に
改
行
し
、
冒
頭
に
合
点
を
付
け
る
。
構

成
は
巻
一
が
序
か
ら
第
四
O
段
「
閃
幡
国
に
」
ま
で
、
巻
二
が
第
四

一
段

「五
月
五
日
加
茂
の
く
ら
べ
馬
を
」
、
巻
三
が
第
九
四
段
「
常

磐
井
相
国
」
、
巻
四
が
第
一

三
七
段

「花
は
さ
か
り
に
」
、
巻
五
が
第
一
八
六
段
「
吉
田
と
申
馬
乗
の
」
か
ら
始
ま
る
。
刊
記
は
左
記
の
よ

う
に
第
五
冊
の
巻
末
に
双
辺
の
囲
み
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。

寛
文
九
己
酉
年
林
鐘
上
旬

猪
熊
通
四
候
上
ル
町中
村
五
郎
右
衛
門
棚

著
者
は
尾
張
の
俳
人
清
水
春
流
で
、
序
文
に
「
寛
文
九
己
酉
初
秋
の
日
尾
陽
清
水
春
流
筆
を
洛
陽
の
旅
館
に
と
り
侍
る
も
の
な
ら
し」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
完
成
後
ま
も
な
く
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
館
所
蔵
本
に
は
書
入
が
豊
富
に
あ
る
が
、
鉛
筆
や
赤
鉛
筆
、
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黒
ぺ
ン
な
ど
に
よ
る
近
代
の
も
の
が
多
い
。
な
お
、
同
版
が
本
学
日
本
文
学
資
料
室
に
も
所
蔵
さ
れ
る

(
九
一
四
・
四
五
/

N
四
八
)
。
乙

ち
ら
は
原
題
祭
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
外
題
は
「
徒
然
草
諺
解

(
ー
五
)
」
(
四
周
双
辺
)
。
ま
た
内
題
は
、
資
料
室
本
で
は

巻
一
の
内
題
が
な
い
。
資
料
室
本
は
戦
前
の
心
理
学
者
黒
田
亮
(
昭
和
二
二
年
没
)

の
痩
松
園
文
庫
旧
蔵
本
で
あ
る
。

(5)
徒
然
草
大
全

九
一
四
・
四
五
/
百
二
八
/

上
下
二
巻
二
冊
。
五
ツ
目
袋
綴
装
の
紺
表
紙
。
縦
二
六
・
九
×
横
一
九
・

om。
題
策
は
原
装
で
「
徒
然
草
大
全
晴
側
敵
地
上
一

(
ー
下
六
こ

と
あ
る
。
枠
は
双
辺
で
表
紙
左
肩
に
貼
つ
で
あ
る
。
内
題
は
な
い
。
尾
題
は
各
冊
巻
末
左
下
に
「
決
談
終
」
な
ど
と
あ
る
ほ
か
、
第
七
冊

巻
末
に
「
徒
然
草
上
巻
ノ
決
談
終

第
七
終
」
と
あ
る
。
そ
し
て
最
終
冊
に
は
「
つ
れ
/
¥
草
抄
全
部
」
と
あ
る
。
柱
刻
は
「
決
(
'

下
六
)

(
丁
付
)
」
。
序
は
二
二
行
で
、
本
文
は
一
七
行
書
。
注
釈
部
分
は
二
字
下
げ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
章
段
は
欄
外
上
部
に
枠
を

設
け
て
数
字
を
記
す
。
刊
記
は
次
の
通
り
。

延

賓

五

年

-

中

西

九

郎

左

衛

門

板

行

1
巳
九
月
吉
日

本
書
は
高
田
宗
賢
の
著
。
宗
賢
に
は
他
に
『
古
語
拾
遺
示
蒙
節
解
」
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。
な
お
、
見
返
の
幾
つ
か
に
は
反
故
を
使
用

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
不
鮮
明
で
本
文
は
判
読
し
が
た
い
が
、
下
の
巻
六
の
後
見
返
は
本
書
上
の
巻
六
の
第
二
六
丁
を
使
用
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
広
島
市
尾
道
町
の
第
三
書
房
か
ら
購
入
、
昭
和
五
年
八
月
二
日
、
本
館
受
入
。

(6)
徒
然
草
参
考

九
一
四
・
四
五
/
四
一

八
冊
。
五
ツ
目
袋
綴
装
の
紺
表
紙
。
縦
二
七
・
四
×
一
九
・
四
倒
。
題
策
は
原
装
で
「
徒
然
草
参
考

(
。
八
)
」
と
あ
る
。
四
周
双
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辺
の
枠
で
表
紙
の
左
肩
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
内
題
は

「徒
然
草
参
考
一

(
。
八
)
」
、
柱
刻
に
題
は
な
く
、
巻
数
と
丁
付
と
だ
け
で
あ
る
。

尾
題
は

「徒
然
草
参
考
巻
之

(
ー
八
)
終
」
。
本
文
は
一

O
行
書
。
注
釈
部
分
は
細
字
で
記
す
。
章
段
は
改
行
し
、
本
文
冒
頭
右
肩
に

黒
地
白
抜
き
の
文
字
で
番
号
を
記
す
。
構
成
は
第
一
冊
が
或
問
(
序
)
か
ら
第

一
九
(
参
考
H

一
八
)
段
「
折
ふ
し
の
う
つ
り
か
は
る
乙

そ
」
ま
で
、
第
二
冊
が
第
二

O
(
一
九
)
段
「
な
に
が
し
と
か
や
」
、
第
三
冊
が
第
五
O
(四
九
)
段

「臆
長
の
比
」
、
第
四
冊
が
第
八
五

(
八
四
)
段
「
人
の
心
す
な
ほ
な
ら
ね
ば
」
、
第
五
冊
が
第

士

二
(
一
二

O
)
段
「
ゃ
し
な
ひ
か
ふ
も
の
に
は
」
、
第
六
冊
が
第
一
三
七
(
一
三
六
)

段
「
花
は
さ
か
り
に
」
、
第
七
冊
が
第

一
七
五

(
一
七
四
)
段
「
世
に
は
乙
〉
ろ
え
ぬ
」
、
第
八
冊
が
第
二
一
五

(
一
二
四
)
段
「
平
宣
時

朝
臣
」
か
ら
始
ま
る
。
刊
記
は
次
の
通
り
。

延
賓
六
年
戊
午
初
冬
吉
辰

出
水
通
日
暮
行
嘗

板
木
屋
九
兵
衛
板
行

延
宝
六
年
版
に
は
ほ
か
に
京
押
小
路
御
幸
町
の
西
村
七
郎
衛
門
末
正
・
同
七
郎
兵
衛
正
光
版
が
あ
る
。
本
館
所
蔵
本
に
は
朱
筆
、
鉛
筆

そ
れ
ぞ
れ
の
合
点
や
傍
線
、
読
点
そ
の
ほ
か
注
記
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
各
冊
前
見
返
に
は
目
次
を
墨
書
し
た
紙
を
貼
つ
で
あ
る
。
た
、
だ
し

第
一
冊
分
は
糊
が
剥
が
れ
て
い
る
。
な
お
「
抄
」
の
巻
数
と
対
照
化
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
抄
」
と
い
う
の
は
『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』
を

指
し
て
い
る
。

著
者
は
紀
州
和
歌
山
の
浄
福
寺
の
住
僧
恵
空
で
あ
る
。
恵
空
は
多
作
家
で
、
多
く
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。
本
書
で
注
意
す
べ
き
は

『寿

命
院
抄
』
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
『
寿
命
院
抄
』
は
諸
注
に
引
か
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
本
書
の
場
合
は
そ
れ
に
加
え
て
祖
父

祐
念
法
橋
が
寿
命
院
立
安
の
講
義
を
聴
い
て
お
り
、
恵
空
は
そ
の
聞
書
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
奥
書
に
よ
る
と
、
恵
空
は
延
宝

三
年
の
仏
生
日
(
四
月
八
日
)

か
ら
『
徒
然
草
」
の
講
義
を
し
て
い
る
。
そ
れ
を
最
終
的
に
ま
と
め
た
の
が
本
書
と
い
う
乙
と
だ
ろ
う
。
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(
7
)
徒
然
草
直
解

九
一
四
・
四
五
/
O
四
四
/
一

上
下
二
巻
九
冊
。
五
ツ
目
袋
綴
装
。
薄
茶
色
表
紙
。
た
だ
し
下
一
前
表
紙
の
み
茶
色
表
紙
に
改
装
し
て
い
る
。
縦
二
七
・二
×
横

一
九
・
二
倒
。
本
文
の
匡
郭
は
縦
二
一
・
七
×
横
二
ハ
・
三
倒
。
本
文
料
紙
は
冠
考
と
本
文
・
注
釈
と
の
二
段
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
冠
考

は
縦
三
・
九
側
、
横
一
七
・
九
倒

(
上
一
巻
九
オ
に
よ
る
)
。
序
文
は
九
行
、
自
序
五
行
、
本
文
は
一
四
行
書
。
自
序
に
は
行
間
に
縦
線
が

引
い
て
あ
る
。
表
記
は
本
文
が
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
で
、
冠
考
の
注
は
付
訓
の
漢
文
も
し
く
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
外
題
は
後
補
で

「
徒
然
草
直
解

(
'
五
)
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
題
策
の
あ
っ
た
表
紙
左
肩
に
直
接
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
題
は
「
徒
然
州
直

上
之

解
序
」
(
序
)
、

「
つ
れ
/
¥
直
解
上
巻
二
(
'
五
)
」
(
上
巻
)
、

「
つ
れ
/
¥
直
解
下
巻
之
一

(
'
四
)
」
(
下
巻
)
と
あ
り
、
上
巻
第
一
冊
は
な

い
。
尾
題
は
「
つ
れ
/
¥
直
解
上
巻
之

(
ー
五
)
終
」、

「
つ
れ
/
¥
直
解
下
巻
之
一
終
(

E

四
大
尾
)
」
。
柱
刻
「
徒
直
解
目

(丁

付
)
」
(
序
)
、
「
徒
直
解
目

又
二
」
(
自
序
)
、
「
徒
直
解
目
巻

一

(
丁
付
)
」
(
本
文
)
。
刊
記
は
な
い
が
、
序
に
年
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。

貞
享
三
稔
龍
輯
丙
寅
秋
八
月
六
日
梅
林
(
福
住
道
祐
序
)

今
歳
丙
寅
秋
八
月
(
自
序
)

岡
西
惟
中
は
江
戸
前
期
の
学
者
で
大
坂
在
住
し
て
い
た
。

一
時
軒
、
ま
た
閑
閑
堂
と
も
号
し
た
。
『
易
経
』
『
詩
経
』
『
論
語
」
「
孟
子
」
を

講
じ
、
聴
講
者
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

(8)
徒
然
草
諸
抄
大
成

九
一
四
・
四
五
/
A
八
四

二
O
巻
合
五
冊
(
も
と
一

O
冊
)
。
四
ツ
目
袋
綴
装
。
亀
甲
繋
ぎ
牡
丹
唐
草
紋
の
紺
表
紙
。
縦
二
五
・
九
×
横
一
八
・
八
倒
。
外
題
に
「
徒

然
草
諸
抄
大
成

壱
(
'
五
ご
と
あ
る
。
原
装
の
双
辺
の
枠
を
も
っ
摺
題
祭
だ
が
、
冊
数
は
墨
書
し
て
加
え
て
あ
る
。
本
来
一

O
冊
本
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で
あ
っ
た
が
、
後
人
が
二
冊
、す
つ
合
し
て
五
冊
本
と
し
た
。
内
題
「
徒
然
草
諸
抄
大
成
」
。
柱
刻
「
徒
然
大
成
巻
一

(
}
廿
)

O
(丁

付
)
」
。
注
釈
書
と
し
て
の
尾
題
は
な
い
が
、
『
徒
然
草
』
本
文
を
上
下
巻
に
分
か
ち
、
上
巻
の
尾
題
は
付
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
一
一

巻
の
最
終
丁
末
尾
に
「
徒
然
草
上
巻
之
終
」
と
あ
る
。
下
巻
に
は
な
い
。
各
分
冊
の
収
録
巻
数
は
第

一
冊
が
巻
一
か
ら
巻
固
ま
で
、
第
二

冊
が
巻
五
か
ら
巻
八
ま
で
、
第
三
冊
が
巻
九
か
ら
巻

一
こ
ま
で
、
第
四
冊
が
巻
一

三
か
ら
巻
二
ハ
ま
で
、
第
五
冊
が
巻
一
七
か
ら
巻
二

O

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
基
本
的
に
冠
考
部
分
と
本
文
部
分
と
の
上
下
二
段
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
冠
考
部
分
は
縦
八
・
五
側
、

本
文
部
分
は
縦
一
四
・
五
倒
。
無
刊
記
。
章
段
は
黒
地
に
白
抜
き
の
文
字
で
欄
外
上
部
に
記
す
。
昭
和
四
年
八
月
二
O
日
、
本
館
受
入
。

{
追
記
}
こ
の
ほ
か
、
本
館
に
は
版
本
で
今
回
紹
介
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
ほ
か
、
古
写
本
や
兼
好
伝
の
類
も
あ
る
。
ま
た
日
本
文
学
資
料
室
に

は
各
種
注
釈
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。


